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大雪山に産するミズダニの一種

Arrenurus ( Arrenurus) daisetsuensis Imamura 

の生活史1)
Studies on the life-hisもoryof the water mite, 

Arrenurus ( Arrenun1s) dn.isetimensis Imamura, from 

Mt. Daise色su.

今村泰

Taiji Imam町 a

北海道事事大事旭川分校生物製教室

I.患者 言 ミズfニの生活史は未詳の種類が多く，今迄に知られている種類は全体からみればほん
の一部分に遁ぎな＂＇＜＞叉たとえ今迄に知られているものも断片的になされたものが多 L、。ミズf ニの生活史の

最も重要な問題の一つはその第一幼虫（Larva）が他の車物く主として昆虫類〉に寄生するかどうか，又寄生

するとすれば何にどんな獄態で寄生するかとL、う事である。筆者の今迄の研究によると； Lar'¥"aが他昆虫に

寄生するかどうか疑問とされていた泉性並びに流水性のミズfニく例えば Partnunia,Spercbon, .Hygrobates 

麗等Jも昆虫類に寄生する事が明らかになった。 2）これによってミズダユの第一幼虫は必ず一度は他動物に寄

生する事が推定されたわけである。 Arrenurus扇ミズダニの生活史は割合に研究せられた種類が多いもの L一

つで，既に大分以前から色々な種類のトシボに赤や青のミズダニの幼虫が寄生している事が報告されている。

Goetzeく1776）はこれを Libellenl1iu seといっている。これは Arrenurus嵐の Larvaを見Lていた

と想傑される。 Krendowskyく1878）は Arrenuq1spa pi.11 a torがトンボeの麹につL、てL、る事を接見した。

叉 Libellula,Agrion, Lestes, Caloptery.x:, Aescbna, Anl!.X等につく事を見ている。 Soarυ9JI) 

は Arrenurusglobatorがトシボ3撞， Agrion pulcellum, Agrion puella, Sympetrum meridion:ile 

に寄生する事をみており， Lucasく1926）は Arrenurus属の1種がトシボ3彊 Sympetrum nreridionale, 

Pyrrhosoma nymphulれ， Ischnura elegans に寄生する事を報告してL、る。 Campion(1909 はArrenurus

globatorく？〉がトン制句麗Erytbrommaoayss, Pyrrhosoma nympbula, Syrnpetrum凶 eridionaleに

寄生しもているのをみた。

:Musseliusく1914）は Arrenuruspapilla.torが Cu1icidaeの蚊に， Arremirus Neumanniがト

シボ2撞， Sympetrummer idiooale, Sympetrtim vul gatumに寄主ずる事を報告してL、る。又MacGillary

く1913）は Arreuurus属の1種が Sympetrummeridionale, S. Fonscolombii, Ischnura elegans, 

Agrion pulchellum, Corduri:i aenea等のトンボに寄生している事を詑してL、る。

- Wesenberg-Lundは1918年各種ミズPダニとその寄主くRo目的との綜合的研究を護表し，その中に

Arrenurus麗ミズfニが7鍾類のトンボに寄生する事を，更に1939年には Agrionsp. lこ．もついている事を

き裏表した。 vValterく1926) は Arrenurusの1種が Culex及び Anopheles嵐の蚊に寄生する事を記して

L、る。

Lundbladく1927）は Aミrenuruspustulatorが Corduliaの幼虫くNymph）に，又 Arrenurusの
1種が Anopbd~ s macul ip~nnis につく事を報告している。 1¥lotas (1928）は Arrenurusの1種がガムシ

の1種 Hydropbilussp・の幼虫に寄生している事を報告してL、る。これは Arrenurus が水棲甲虫の幼虫に

寄生する事ρ最初の報告である。宮崎一郎は1933-'45年にわたって Anopheleshyrcanus sinensi s に
Arrenurus madarasziの寄生する事を報告している。 :Miyazakiく1936),Ucbtdaく193'7）は Arrenurus

agr ion i col n日が Coenagrion quadr igerumに寄生する事を記してL、る。 :Miinchbergは1935-1'8年にわ

りこの研究に要した費用は文部省自然科事研究費に負う。こ与に記して謝意を表する。
2）詳細は別論文として印刷中で、ある。
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たつゼ Arrenurus麗ミズダニが各種トンボに寄生する事を護表している。彼によるとトンボに寄生する

Arrenurusは24麗もあり， 1種類のトンボに多くの種類の Arrenurusがつくと共に1種類の Arrenurusが

数種類のトンボにつく事を見ている。例えば Arrenuruspustulator は8種類のトシボに寄生しており， 1~

のトンボに多い時Eこは285匹もの Arrenurusの Larv21cが寄生し‘ている事を報告している。叉北ドイツの肢
に8種類の Arrenurusが寄生している事を護表してし、る。

筆者は1937年夏より 1949年駄にわたる間，北海、道大雪山，沼の平及びヒサプ沼の泥表地沼に産するミズ

ダニの1種－＿ArrenurusくArrnurus)daisetsucnsis Imamura の生活史を研究したえこのミズダニは欧州に

普通の Arrenurusbicuspidator Berleseに罪常に近い種類であるが体色を始め， Genital wingsの朕等

が異るものであって筆者はこれを新種として別紙に議表した。該種ミズ夕、の生活史並に各 stage の詑載は

次の如くである。

II.研究方法現地に於ける数度の採集，欝察と共に北海道襲撃大事旭川分校生物思質強室に於け
る飼育費験を行った。野外現地では Larvaの寄生虫を得るため水迭の各種昆虫の採集喜霊祭を行った。飼育に

は400ccーラOOccのピ｛カ F にカナダモ Elodea canadensisを入れて井戸水で・飼った。餌としては隔日にミ

ジシコ類を輿えた。水は取り替えなL、。で会るだけ明るい所に置いたが直射日光に嘗てる事は避けた。直射

日光に嘗てる事は一見自然朕態に近くてよい践に考えられるけれ共ピーカ戸内の水温の念激な温上昇のため反

って不自然となり飼育中のミズダ。ニを殺す事がある。産下された卵塊は別のシヤF レに入れて飼育した。卵飼

育の水は議め室温にした新しい水で毎日とりかえた。

III.採集場所大雲山系の内，愛i立演温泉南方約3持の高原，沼の卒〈海抜1380m）に散在する沼
並びに松山温泉東北約2粁のヒサプ沼ぐ海抜950m）であって何れも水色赤褐色の泥茨地沼である。沼の周園はミ

ズコ”ケ，モウセンプケの密生する潟源で，深度は 2m内外，透明度は大である。夏季に行ぐとトシボ類がモウ

センゴケに盛に捕食せられているのがみられる。浮葉植物，沈水植物は非常に少いが岸謹の植物糟が水面上に

出て浮んでいる。魚類は棲息していなL、がエグサンセウウオがL、る。 Pl:mktonとしては Acanthod:aptomus

のみられるのが著しL、。 7-8月の水温は沼の卒18。C，ヒサプ沼17°0であった。

IV.生活史並びに生態初めて沼の平に採集したのは1937年8月10日内田亭博士の御伴をした時
であって多数の雌，若干の雄，多くの Nymphを得たが， Larvz の宿主が何であるかは分らなかった。そ

の後筆者は1948年7月24日再び沼の苧を訪れてi雄，8雌，44Nymphを得た，且つ Ll.'.rvaが早ゾルリイトトン

ボ Enallagrnadeserti yezoensis Asahint・. の成虫 Clmsgo）に寄生している事を箆見した。 1949年7月21

日ヒサゴ沼に於て沼の干の Arrenurusど同一穏の2雄， 7雌を採集した。この際 Nymphをとり得なかった

が，はげしい蚊の襲撃のため小さな Nymphは採集しそこねたものと考えられる。エグルリイトトνボ成虫に

は多数の第一踊 Nymphochrysalisがついていた。同年7月26日三度沼の平に行き1雄， 10雌， 26Nymphと

寄主トシボ，ェソツLリイトトンボ多数並びにオホルリボジヤKマAeschna n!.groflava Martin成虫を採集し

た。そしてオホルリポシヤンマにも多数の Nymphocbrysalisの費生せる事を知った。同年8月7日再びヒサプ

沼に於て刃雀， 11雌， 37Nymph並びに寄主エゾルリイトトシボ，オホルリポシャシマを得た。

寅験室に於ける飼育経過は突の践である。

1948年7J.)26日， 10,499を飼育〈材料沼の卒〉．

7月27日産卵．

8月 6日 Larva癖化．

ゆ49年7月23日Io,7字字を飼育く材料ヒサコマ召〉．

7月24日産卵．

8月 6日 Larva解化．

1949年7月26日， 10' 8平平を飼育之材料沼の平〉・

7月29日産卵．

8月 9日 Larva解化．

2 
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産卵は Elodeaの葉の表面に行われ，ピF カF の壁に産む事はなかった。好んで‘葉の表面基部に窪む。

ヒ記の飼育によ，って産卵時期は7月下旬である事が分る。叉卵は産卵後室湿に於て11-14日間で聯化して

L::i.ryaが出現する。勝化した Larvaは活譲に水中を．ヒ下左右に泳ぎ廻っているが時々水表面に出ゼくる。こ

れは呼肢をするためか又は寄主昆虫を求めるためかも知れない。しかし Pro凶~dae ゃ Thy叩dae のLarva

の如く水表面に浮んで‘いる事はなL、。叉底をはう事もあまりしない。 L:?.rvaが宿主昆虫に乗り移る現況を見

る事はできなかったが，容さ．となるべきトシボが水中生活から空中生活に移る時，つまり N)mph からトン

ボの成虫以出る時に Arrenurusの La,rvaが速かに若いトンボの成虫体に移るものと考えられる。又宿主ト

ンボには日匂geの異ったArrenurusの Nymphochrysalisのついている事から推察すると，第一幼虫が宿

主昆虫に移るのは宿主昆虫が Nymphから Imago になる時だけではなく，産卵その他の機曾に水謹に来た

時にも Arrenuru日の Larvaが宿主に移るものである事は明らかである。寄生場所は主として，トジボの胸

部腹面であって〈第九 .6間〉主として第2,3肢基節の後側に集合してついてLる。その他少数は腹部腹面の関

節にもついている。体の背高や，麹に寄生する事はない。 t宿主に寄生せる童文は一定しなL、が筆者の見た内最

も多いのはオホルリポルジヤシマに於ては96:zg，エグルリイトトシボで‘は13ラ匹のNymphochηsaJisが認めら

れた。寄生率はエソツLリイトトンボ68匹中宮i匹に，オホルリボジヤンマ6個体中5個体に寄生していた。トシボ

の雄にも雌にも寄生しルているが，雌個体の方が堆個体より晶一般に多く寄生を受けている。

Nymphochrysal isは宿主トンボから充分築養をとり生長し切ると Nymphodermaを破って Nymph

がはL、出し再び水中生活を督むようになる。 Nymphodermaはトンボの体表面に附着したま L残る。 Nymph

の時代は相嘗長くミジシコ等を捕食して生長する。 1948年7月26日筒育した Nymphは始め費総色であったが

生長するにつれて段々線青色となり 10月16日にはついに Teleiochrysal is となってピF カーの底に積たわっ

た。しかし自然の獄態で・は水草等につかまって Teleiochrysnlis になるものかどうかは今の所不明である。

成虫 (Imago）の朕態で越冬する事は明らかであるが， .Nymph,Teleiochryaalisの扶態でも越冬するかも

知れなL、。生活史の各 stageに於ける賦況は次の様である。

v. 卵 卵〈第I園〉は黄色，球献，直径18弓ー19JP.でゼラチン質の卵膜にて被われている。卵の大き
さは個体によって多少の差異がある。文同一卵塊中の卵にも大小が若干ある。卵塊膜は多くの Septaで仕切

られに1SeptumにINS宛入つbてL、る。卵塊膜は透明であるが，表面は泡沫賦を墨しているため肉眼では乳白色

に見える。 1卵塊の卵童文は6-3）個である。雌は一度に産卵してしまうのではなく，何度にも分けて産卵する。

産卵毎にー卵塊を形成する。

』由同ーーーー－＜ os－輔、， 。
第1-3闘. ArrenuruB (Arrenurus) daisetsueusis. 訴1闘・卵塊

傍2園. N ymphochry自ali日背面 第3圃. Nymphophanorgan 

都4闘・第一幼虫右．背面，左．腹商．

3 
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VI.第一幼虫 Larva く第4園〉は西洋梨型で Maxillar.. organほ吻献に突出している。体の後
端は少々尖ってL、る。体は上下にやふ属平である。体長286.P-，体巾170ノh 体色は育色を稽びた褐色で、ある。

Intestine l主茶褐色をしていて背面からH字献に見え，多くの柴董 .granulesが認められる。眼は1劃で大き

く赤黒色である。限の前方には2封の小さな毛がある。体の側方には2封の長い毛があり，背面後方爾側にも 2

針の是がある。腹面は6個の腹板によって殆んど被いつくされている。第1腹板諸方外穣近〈には 1本の長い毛

がある。第1腹板と第2腹板との聞にも1針の長い毛がある。第2腹板は巾狭〈毛を持たなL、。 第雪腹板は最も大

きく 1勤の長い毛がある。性域板くgenital plate）は角のない6角形を墨し，生殖孔の原基はまだ認められな

i、。左右に2封の小さな毛がある。性域板前方には1劃の小毛が，側方には2封の長い毛があり， 体の後端には

最も長い1針の毛がある。 Palpus lお節よりなり第3節は最も強大でl本の長い毛を有す。 第4節は短かく童文イ聞

の爪朕の椋と初枝せる1本の長い毛とを持っている。これ等の三Eや練は鈎爪献をたしている第5簡と共に宿キト

停ラ－6同． Ai・renurusくArrenurus)daisetsuensisの宿主昆虫の腹商．

第5圃． オホ Jt. リポジヤシマ A~ 日cbna nigroflava 停6悶． ェグルリイトトシボ Enallagma

deserti yezoensis. 

第7-8間. Arrenuru日（Arrenurus)dai目的suensis第二幼虫． 部7固・ 背面，第8闘・ 腹面．

νボに寄生する際に役立つ事は明らかである。第l節は吻賦に突出した Ma.x:illarorganの側面に附着してい

る。 Maxillar organの先端には1封の Mandiblesの爪の先が出ている。肢は3封で各肢はラ節よりなる。

各肢の長さは弐の如し。 I.23'.Jρ，n: ~ 24タメJ.., JII. 2与8人各肢第2節は最も太〈，袋線には1本の長い毛があ
る。第3節はや L小さく各肢共後側に初枝せる1木の長い毛がある。第2肢第4節にはその末端近くに羽技せる 2

本の長い毛と初枝しなし、1本の長い毛とがある。，第ラ節は各肢共中央がふくらみ紡錘彩をなしていて先端は倉：に

細くなり末端には1劉の長い爪をもっている。

VII.第一踊（第2園） Larvaが宿主を得て寄生生活に入ると第一踊 ＇（Nymphochrysaliめと
なり吸J＆管を宿主体内にスれて養分を既牧して太る。生長し切った Nymphocbrysalisは球形に近くなり腹

板は各鈎が隔離して体は飴色に輝いてくる。生長し切った Nymphoch1・ysalis は長さ47ラρ，巾375ρで．背

面前方中央部には淡侵赤色の背板 cDor日alplate）を形成する。 Nymphoderma（第2園〉の表面は背臨面と

もに細かい線献の紋があるが，背板の部分のみは鱗片状を呈している。 Nymphophanor ganく第3圃〉は淡燈

縄色の plateをなしていて長さ29ρ，巾32メムで中央には明らかな原生殖孔がみられる。

VIII.第二幼虫 Nymphく第7-8圃〉 はほど球形で生れて聞もない個体では体長46つ人体巾
410.P-，体高375.P-であるが生長し切ったものでは，体長8151仏，体巾770ρ，体高6601ιである。

以下最小個体について記せば，限は1劉黒色でや L三角形をしており， 爾眼閣の距離は185）らである。

背面く第7圃〉には9到の分泌腺と4鈎の感覚毛がある。各分泌腺には各々1本の感覚毛がある。 腹商には3群の

4 
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Epimera, 2個の Genitalwingsの外5錆の分泌腺と1酒の排准孔とがある。 第l,2 Epimeraは左右4個が

合して1群を形成している。第3,4 Epimeraは合一しているが左右は離れている。 Genitalwingsは

Imagoのそれと稽似るが大きな鱗片；伏の Papilla で被われている。左右爾翼の間に1京生殖手Lがある。誹・准

孔は原生殖孔のや L後方にあり，丸くて大きい。 Palpi,Mandible, ・Ma.dllar organは共に Imagoに似

ている。 Mandibleはその爪共14＇）ρで， Maxillar orgnnは長さ116｝！－，巾99メムで Palpus各簡の長さは

弐の如くである。 〈斤〉：

I :U: . fil IV V 
掻側 17 64 46 81 弓2

湾側 15 29 1l 52 

JX.成 虫雄：は体長1170人体巾758メ九体高73））仏である。ほど卵形で眼の前方はや L隆起し
て，前縁中央部は少々後方に湾入してL唱。 Caudal appendixはや L内側に湾曲してL唱。 Petiolu自の長

さは3Jラ升で，先端は四角形を墨ずる。体の後藤には3封の毛があり最内側の毛は先端が内に向って曲つbていて

Petiolusよりも短L、。

:Maxil lar -0rganは長さ136ρ，巾12ラメi, :Mandibl eは強大な爪を持ち長さ216斤であるo Palpu日

は強大で第2節には7本の練があり内2本は初枝している。第3節は2本の練を持つ。 第4節は最も大きく3本の練

を有するが内1本は下稼近くにあって強く，爪献に湾曲せる第ラ節と協司して物を狭むのiこ遁ずる。各節の長さ

は弐の知くである（，的：

I Il Dl IV Y 
張側 29 93 70 104 64 

3窓｛則 2ラ 52 23 81 

第4Epimera は最も大きくその外縁は2本の練がある。その後縁の内方はや L前方に湾曲している。

第4肢は強大でその第4笥は最も長く，先端に7本の長L、毛を有するけずめを持っている。 第ラ， 6雨節は比較拘

小さL、。各肢の長さは弐の如くである。 〈斤〉： I. 800, H. 814, 1[. 887, 1 V. I 140. Genital wings 

は伺嘗鹿く，外側に於て鹿くふくらんでL唱。雨翼の聞は狭まれて生殖孔が京孔してL唱。体色は縁青色，眼

は赤黒色である。

雌：は大体卵形で体長1I9Jρ，体巾970ρ，体高973｝んである。体の先端は狭くなってL唱。 体の後側

隅はや L角ばっている。背蒋は楠盟形をしている。爾眼聞の距離は393）仏で雄のより短かい。

Max:Hlar organは長さ186人巾145人 M:mdible は長さ 174升である。 P~lpus 各節の長さは次

の如〈であるく升〉：

Il Dl IV V 
張側 41 99 64 110 64 

1事制q 23 52 3ラ 80 

Epimeral platesはほぼ雄と同様である。各肢の長さはくJ的： I.880, l[. 814, l!I. 887, IV.1140. 
Genital wings は巾鹿く遁嘗に前方に湾曲してL、て先端は宇球状をなしている。排漉孔は体の中央後縁近く

にや L突出して関孔している。

稿を終るに常り，本研究中絶えず御指導と御鞭捷とを賜わった恩師北大教授内田亨博士に深謝すると共

に宿主トシポの同定を賜わった朝比奈正二郎博士に厚〈御謹を申し上げる。又ヒグマ出設の危険あるこの地帯

の採集に営つては愛別村立イ唾佼歌誌猪股照柴君並びに北海遊撃事大串旭川分校生物皐専攻撃生諸君の協力を

得た。こ Lに併せ記して謝意を表する次第である。
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仁事

鍛砲百合貫生苗の後生解剖率的観察
Developmental anatomy of seedlings of出eeasもerIiJy 

(Lilium longiflorum; Thunb.) 

明 議 博

Hiroshi Myodo 

北海道大事農事部間基畢歎室

> 

鎮砲百合は本邦特産物として海外から需要される量には相嘗大なるものがありそのため本邦に於けるこ

れが栽培験出は既に明治中葉以来行はれてゐた。他方ぞの栽培並に植物準的基礎研究は従来案外少い質肢であ

り寧ろ海外殊に米圏に於て多〈研究がなされてゐることは吾人にとっては甚だ遺憾とすべきであって，此の種

研究は本邦に於てこそ賃撃に港行され以って特産地としての地位を保つべきであると考へる。

本報告は黒軸鎖砲百合 CLiliumlongiflorum var. t:i.kesiurn, Duchart.) の質生苗に就てぞの袈

芽時から第4葉伸長時迄に豆り各組織について行った護生解剖準的観察を記過したものである。

供試材担種子は昭和23年北大農墜部花弁園に於て栽培せる黒軸鍍砲百合から採集したものであってこれ

を採り播きし多季温室にて生育せしめたものであるa

観察はパラフイン埋波法による10ミグロンの microtome 切片をつくり顛酸鏡によって行ったが，材

斜の回定は Chamberlain氏液を用ひ，染色は Delafield氏 ha.emato:x::y 1 inによった．

I 種子並に紅、
銭砲百合種子は暗友褐色を呈しその蹴犬は屑平にして略圏扇形をなし，大いさは長さ 8mm，巾 7mm,

厚さ0.7～0.8mm｛＇立であってその周闇 1～2nunは種子F付属物としての薄い翼状膜となってゐるく第1圃〉。これよ

り内側の部分に医が含まれていて座は完全に伍乳によって包まれてゐる。種子1000粒重は採種後充分乾換せし

め貯醸せるものにあっ・て2.981gであった。

圧は大部分が稿屑卒な子葉から成ってゐ，厚さQ.3～0.4mm, 巾は子葉全長の中間部に於て最も麗く0.6

～0.8mmで、あるがこれより上方及下方に向って幾分細まってゐる。子葉下軸は略国筒形となるが此の鶴移部に

於てー側に些な凹みが認められる〈第2闘B・〉此の部分から下方は極〈短〈駈室長のよ位にしか混らない。
11 

前述の凹みは将来第2葉の議生ずる部分であるが護芽前の匹にあっては第2葉の原基は全く見られない。

此の部分に細胞分裂が活設信Lて第2葉原基が出来るのは甲祈完了庇護芽後7日目噴である（第IO園〉

幼根から千葉の尖端迄中央を！本の procambial str:mdが貫走してゐるのが見られる。即ち周圏の皮

暦細胞よりも巾細い細胞の東として容易に判別出来る（第2,3, 4園〉 ものであって凹みの部分の横断面を見

るとく第3圃〉一層の互に密に並んだ表皮細胞に次いで3～4暦の皮層細胞がある。これらは殆ど同大であるが

皮暦細胞の方は若干の細胞間績を有してゐる。その内側中央に楕固形をした中心柱があり此の中を

proc2.mbial strandが走ってゐる。褒芽直前の匹にあっては膜の肥厚により protoxylem として分化して

いるものはないが protopbloemは既に認られる〈第3圏 prpb)0

幼楳には尖端に一層の根冠細胞層が見られその内側に組織原始体として辿り得る3～4層の鞭に並ぶ細胞
群が見ら紅君。此の中最外層からは根冠が形成され，次の層からは表皮並に皮膚が，最内層からは中心桂が形

成されてゆくものである。

座乳は臨を完全に包んでゐ，その細胞膜が厚く内容物として SudanIII被染の油脂物を多量に含んで

ゐる＠
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第1園；種子並に内に包まる L肝の位置を示す。
f：種子周園の翼献膜 e：肝

第2圃；第1園a.,b, c，部位に於る横断面くA・B・C）を示す。
pg : procambial strand 

第3,4圃；援芽直前に於る第2閏B及C部の蹟大圏

1950年8月

• 

Ep：表皮 c：皮暦 ps : procambial strand prph：初生飾部

第5,6,7,8及9圃；蛮芽後2R自のYJ.植物σ圏〉，第5踊Ia部の中心柱横催国（6闘）， b苦i；く凹みの部分〉に於る横断面

8 
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く7園〉及c部の横断面く8圃〉及d部に於る横断面く9園〉を示す。
第10,11圃；護芽後7日目の四階部の横断面に於て第2葉の分化く10園〉及第l根々 端の縦断面く11圃〉を示す。
h：第2葉原基 re：根冠 der：原表皮 peri：原皮唐 pler：）京中心桂．

’第12,13,14,15薗；護芽後25日目の動植物く12園入その凹陥部に於る横臨面く13園入 これより t5Jρ下方の横断
面く14圏〉及根の横断面く16園〉を示す。
12：第2葉原基 p:x.：初生木部 m.x：後生本部 ph：飾部 r2：第2根原基 Ep：表皮 c：皮膚
b：根毛 p：内鞘

第t6,17Zi1B圃；護芽後90日目に於る質生苗く16園〉，匹軸下部の中心柱横断面によって第2慢の維管東が医軸椎
管束に結びつく所く17箇〉及千葉下部中心桂の横断面により第2葉へ至る維管東の分離する所(18圃〉や
木部要素によって示す。
f2：第2根維管東 1:2鵠2葉ヘスる維管束

E 吉道 芽
後芽は子葉下音rs並に妊軌の部分の仲長によって幼根を種皮外に判1し出す，ヨえいで子葉下

部が仲出して来る。 25°(:3～壬5°0媛、温に於ける殻芽試験の結果は平均後芽日教が 14.11日であ

って充質せる種子であれば殆ど100%~＜：近い設芽歩合を示ナム

後芽後間も恕く凹みの直t子葉下部に於てと方へθ屈曲が起Dそのため幼根は下方へ

向く。凹みは種子が播かれる場合に上向き，下向きイ可れにもなるから此の凹みのある方向と

屈曲の起る方向とには関係がない。批の屈曲は仲出して来る子葉の上商と下面との伸長差に起

因するものであるから後芽初期にあってはその屈黙がト．方へやれて常に種子近くに見られる。

しかし子葉の長さが 1.5cm位とたクて仲長帯が子葉七万にも及ぶ頃に怒ると屈黙のと下に於け

る仲長が可成所畿になるから屈鮪は種子から遠さやかつて上方に持ち kげられる様陀怒る。屈思5

の l::hへのす＝れはしかし徐々に綾くので此θ屈貼と種子との距離が 1.5cm以上とたるととは少

い。然るに一方屈貼の下方に於ける子葉の伸長は旺盛に績くし，更に屈梨t~が上方ヘヂれるとと

等の篤柁屈貼 t部の子葉の部分にば地中に停る種子・との問に張力が加はり此の篤生長K伴ふJffi

乳の消耗によって廃筑と子葉尖端との間に緩みが出来弐第種子から抜け地tへ出る。此の後周

知の部分の屈曲も次第に持ち上り遂に甲析が完了する。後芽前の｝ffにあっては細胞の分裂像は

どの部分にも見られないが，後芽直後幼根がlmm程仲出した頃には幼~1~， ff:壬車市，子葉の全域に
亘りどの組織にも数多くの分裂像が見られる様になる。かくして幾芽後30～40日にして略甲析

が完了する。 ／ 

甲折が完了する頃には子葉は7～8cmの長さに濯し第一根も6～7cmになってゐる。護芽

初期を除いて子葉中最も旺盛に何1長する部分はその中間部であって尖端部は比較的早期に仲長 ／ 

を停止し，基部は徐々に遜く迄仲長を績ける。

I 本薬及側根のを達生
第2葉が子葉下部の凹みの部分K護生するのは甲折完了前子葉の長さが 2cm位となった

頃であって，皮j昔部細胞の若干のものに分裂が活液化しとれにヨたいで該部の表皮細胞にも分裂

が旺んとたって来弐第に凸出して来る（弟10,26闘〉。数日 Kして筏0.2mm位の園錐形。突起と

して伸長して来る示甲折完了の頃には径 0.6mm位となり長さは 3～4mmになるc 第2薬中の

procn.m bi al 8もrandから protoxylemの分化が見られるのはその長さが0.3mm程度に怒った頃で

あるが proもophioemはこれよ D若干早期に成熟してゐる。とれらは子業基部の子葉維管束の附

近にある柔細胞の分裂によって始まり第2薬中に進行してゆくものであって一方下部にては脹

9 
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第19圃：譲事後9J日目の賓生苗に於る第2葉基音｜：の木部要素が第2葉へ人る3ケのグ、Jt.ープに分れるのを示す。

mb：第2葉中央維管東 lb：側方維管東 ps：新生ずる procambialstrand 

第20,21,22,23及24圃：設芽後150日目ι質生苗く2C閏〉， 第2葉〈横定ずる維管東の下方から第3根樟管東が合体
するところく21園入第3俣維管東合体後第2葉基音j5に於て玄維管東から第2葉維管東の分れたところく22

園入第2葉への中央官館東が中心柱から離挽するところく23直〉，以主木部要素により示す。第2根基部

ι於る繊曲部の縦断面く24畠〉を示す。
cot：子葉 h, l:;, 14：第2,3, 4葉 山 bs,lbs：第3葉中夫及側方維管東 rs：第3侵維管束

cr2：怪軸から第2葉基部ヘ横走すする維管東 Ep：表皮 co, ci：外部及内部皮層
cd：内容を失った内部皮屑 d：階浪部 pr, sr, Tr：第九第2及第3操 Ir：支根 s：中心柱

第25圃： J!E筑中千葉尖端辞遁導組織の譲蓮を縦断面によって示す。
t：［医導管

illlll維管束との聞に辿絡がとられるようになる。

第2葉の分化忙績いて直ちに第3葉が誕生する。とれは第2薬が 0.2mm位仲長せる時期に

就に認められるものであってモの位置は第2薬の護生位置より150P.程.I－.方である。
1 ’ 

葉序は否芝生初期lて於て互の場合が多く（第27国〉子葉陀正劃して第2薬が形成され第3薬

の位置は子棄の内側にたるo

扱てヨえに第？;f長が強生する時期は負~2葉の形成と殆ど同時に見られる。 その位置は第2薬

の幾生する凹みより400ρ程下位に蛍D，此の部分の匹軸中の pericycleに起源する。 Alli um 

10 
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その直径0.3～0.4mm位であって1居の表皮細．織の内側陀3～4暦の皮屠を脊し中央陀は径soμ,
位の中心柱がある。此の中心桂の中陀於て子葉基部の凹みを含む直径上の雨端に相針して

protoxylemが形成され，これと直交する直径.I:の端部に protophloemが形成される〈第6闘〉。

proも0玄ylemが現れてからは急；速に内方に向って meta.xylemが増生されてゆき数日にして中

央を占有してしまふ。 protoxylemが形成される頃には皮居細胞の大いさは径30～40μ，に過ぎ

ないが幼根が5mm位に伸長する頃陀なるとその基部に於ける皮居細胞はその大いさを念激に

増して80～100μ，位に注り，根の直径は750μ，位とたる。此の頃に至って表皮細胞陀根毛として

突出するものが見られ，後伸長して50-100μ，の長さに濯する（第15固め。

甲折が完了する頃lてたると皮居の最内府即ち内皮細胞の肢が著るしく肥厚するのが認め

られ，との鴛内皮は皮居及その内側の pericycleと判然直別されるo しかし内皮の此の膜肥厚

はHE軸に入ると直ちに見られ友くなるo

甲折完了の此の時期陀なづτ根の皮居部の外側から2～3居の細胞がその内容を失って萎

縮するのが認められ，とれに次いで表皮細胞並に外部皮唐が部分的に内容を失ふ様陀なり此の

潟根の基部には些えに敏曲が見られる様になる（第24闘〉。

第2根の中心柱は普通三原型木部を有するが場合によっては二原型或は三原型であって

もその xylemplate の 1 ケが愛育不全で小さいもの（第28闘〉等が見られる。此庭~ proもox~lem

が分化するのほ第2根が皮屠を破ってlmm程仲出した頃であるo 又内皮細胞が膜肥厚をする

のは根長が1.5～2.0cmと怠った頃である（笥＇.； 28闘〕。第2根の太さはその成熟時に於て径 l.2mm

程となる。その長さがlOcm位になると支根を分岐するが此の頃基音JS~於て第 1棋の場合同様皮

府部細胞の萎縮による敏曲を生する様になる。しかしその銚は第1根に比して透に大きい（第

・24闘）。

第 3線の中心位は三原型求心木部を有し，皮居細胞は8-10｝甘並んで、ゐ，成熟すると第2

根のそれよ D更に大きな細胞となるから根の太さも一般に大で、第2根の1.5倍位と怠る。

以.I::何れの根にあってもとれが或る程度成熟すると支根を分岐する。との分岐は母娘中

心柱内の pericycle から愛生して来るものであって proto玄ylcm K接する細胞の分裂に起源し

内皮及皮府を破って仲出して来る。

葉及桜のイ司れに於ても proto玄ylemは勿論 metaxylem 陀あっても初期陀形成されるも

のは杢て spirn.lの股・肥厚が見られた。成熟が進んだ後になってはじめて reticulate及

sen.I arifonnの肥厚をたせるものが見られる様になった。

v 根より薬への維管束の追跡
ー甲折完了前の資生に就て根から子葉への維管束の追跡を前ると先づ二原型求心木部を示

す根から脹刺lヘ移る際凹み忙近き側の proもoxylemの形成が見られなくなP此の部分には次第
に増量する meta玄ylemが見られる。此の矯 proもoxylemはその反釘側だけに存在してとれを尖

端とする模型を示す木部が見られるo 護芽初期陀於てはその篤此の部の中心柱の横断面では恰

かも1ケの爾飾側立系住管束（n.mphi phloic l:undle）よりなるが如き視を呈する（第7闘〉。飾部要素

には併し大きなき選化なくそのま L臨車dJへ移る。子葉基部の凹みに近づくと me七nxylemの端部与

はその中央に於て木部要素を失ひ拾に柔細胞を入れて V字型となりこれが益々進行して遂には

pro加xyle~ <D部分も左右2ヶに分離す？る。従って側面に飾部を伴った2ケの維管束が出来る

（第13,14園〉。乙れが更に上方へ進んで子葉基部に至るとmet11xylemの部分は夫々 proもoxylem

12 ’ 
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百一 般向了ぬ~＇；；i(jl；~＇f1｛~P 用品
崎、~｝＇＇＂＇ '1 .. ~1Jlf1" 夙ミー一三告こ とギ

第26圃 ：蛮芽後7日目に於る第2葉護生部を透心機断面によって示す。
cot；子葉 hjp：匪軸 sl：回みの部分 ps~：第2葉へ至る procambial strand be：子葉基部の端部

第27圃 ：護芽使120日目く第2葉4cm伸長時〉の子葉基部から800ρ上方に於ける横甑面を示す。
cot：千葉 L2, L3：第2薬及第3葉 Mb, Lb：中央及側方維管東 Cb：乎葉維管東

第28圃 ：不完全護育を呈せる三原型求心維管東く第2根横断面〉
C：皮居 En：内皮 pc：内鞘 p:c：初生木部 l11X：後生木部 ph：飾部
px: 1：不完全護育をなせる初主木部

第29圃 ：第3葉くlcm長〉の平行服聞に蓮絡維管東が形成さる Lを示す。
cnb：連絡維管東 Lb：側方維管束 Mb：中央維管束

13 
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の位置を軸として相遠ざかる方向へ廻持してゆく。一方飾部はとれに伴って metn.xylemの方

向へ位置する様になる。かくして子葉へ入ヲて僅か上方へ進む中に2ケの内原型釘立維管束が

互に木部を向け合って配列する子葉維管束の形を完了するo Sargant わが多数の車千葉植物の

甲折に就きその stem加rooヤtransitionregionに於ける維管束の特移に就て述べてゐるととろに

よると Tulipaでは2ケの子葉維管束が原生木部を共有してゐるととが詑されてゐる。鍛砲百

合では併しかLる stageは極く少く 2ケの封立維管東が判然と隔離して子葉内にある（第8,

第27岡〉。

第2葉か3cm程度伸長せあ頃の質生首に於て第2根及第2葉への維管束の迫跡を試みる

と先づ第 2根は際1111~ 中にて子葉維管束の meも眠ylem が左右K開く部分にあってその V字型の

一翼に側方から結び勺いて来て此庭で中央陀バレンキマを容れた環献の維管束グル｛プが見ら

れる（第17岡〉。此の場合第2根の3ケの X!ylem plate3はイレンキマの介在によって互に離れ

との中座制1中心柱陀近きものから先づ結合し績いて他の維管束も京えびついて来る。第2根の木

部要素の中若干のものは此の結合に加はらないで、その位置に残るが此のものは僅かk部に於て

その格末を見る（第18[1丙｜〉。斯くして一旦瑛欣陀配列ひた維管束はその後直ちに子葉維管束の側

と新しく加った側とに半切され互に離れてゆく。即ち後者は第2葉の方向へ大きく廻縛してゆ

くく第18闘〉。とれらの維管束は子葉基部から離れ第2葉へ入るとと Lで間もたく三分し大きな

中央維管束と左右のそれより若干小さい維管束とになろ。前者は第2葉の中央維管束として後

者は夫々側方をt走するものである Of~I9闘。

ヨたに第4葉イヰl長時に於ける質－生苗に就き第3根並に第3葉にヨミる維管来の迫跡を試みる

に先づ第3根の維管京がjて逃の維管束に結びつくのは匹4i1［］維管束から分離して第2葉へヨミる維

管束が横走する途中に於てこれに下方から連絡する。即ち第31:Q：の三原型求心木部は先づ結合す

る方向に於て屑平な形となりこれが卜．方ヘー准むに従って中央の metnxylemを失ってパレンキ

マを此庭に深く入れる桜になる。そして結合直前にはV字型（第21闘〉の2ケの腕の端部か’ら

第2葉への維管束へ結びついてゆき，此民主で維管束がま襲JI犬陀配列する（第21,221給！〉。此の結合

に加らない第3根維管束が若干残るが此のものは僅か上方に於て終末する。と Lで環欣tて配列

した維替；＝束グノレ｛プは問も主主くパレンキマの介入によって 3 ケむ緋管束になるく5{~23fi副）。而し

てとれらは前illのごとく第 2 葉へ入るものである。此の場合設献花配列した重維倍、＝束から負~2

葉への苓跡が離脱する i療岐に第 2 葉側方維j符束の離脱黒占陀 1 ケ宛及中央維管束の出fl；脆思~の左右．

Kl ケ宛計4 ケの新しい維~；束の形成が見られる（第印刷 ps) とれからは杢て内原型木音lSを

有してゐる。とれらの中側方維管束の近くに形成されたものは間もなくその上方に於て相合し

て1ケの維管束となD，中央維管束の左右に出来たものも矢張り合して王ケとたるがその後間

もなく後者は明線方向に3分して中央の大きな維管束とそれよ D小さい側方の2ヶから成る様

になる。第3薬への薬跡が斯くして準備されるが先づ前者即ち銘2葉側方維管束の離脱貼泣く

に出来た維管束の合したものが第3葉中央維管束として玄中心柱から離脆L，とれに績いて先

に3分した維管束の中側方のものが夫夫左右から第3葉側方維管束として離脱する。此の場合

にも前回同様その離脱黙附近陀新しい維管束の形成が行はれ：言。

主主中心柱内に新生される維管束はそれが成熟すると問もたく此廃より離脱する維管束と

の聞に連絡づけられるものである。

14 
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VI摘要

。銭飽百合寮生苗の護生及その内部形態に就き記述した。

2）第1根は二原型求心木部を者するが第2根は三原型J，不完全三原型及二原型の場合が見られ，第3慢は
三原型で‘あった。．

3）第2葉原基が形成されるのは甲析完了前子葉の長さが 2cm位になった頃である。

め第2根の護生l士郎軸中心桂内 pericycleの細胞の分裂にはじまるがその時期は第2葉の護生と殆ど同

時である。

め子葉中には2木の劉立維管東が相封して存在し分岐することなしに貫走ずる。第2奨及第3葉へは3本

の維管東が入るが葉組織の中でこれらの問に横の結合がなされ，叉分枝により畿本かの葉脈が新しく増加するe

の根は成熟すると皮膚の若干内部に於ける幾層かに内容を失って萎縮するものが出来，これに績いて外

部皮暦及表皮細胞が部分的に内容を失ふに至りその結果恨の表面に敏曲が見られる様になる。

7）何れの器官にあっても初期に形成される導管は全て spiralの膜肥厚をなす。成熟が進んだ佼にな

ってはじめて reticulate及 scalariformの膜肥厚が見られる様になった。

8）根から葉に至る維管束の氾跡を若干の護育時期に於て試みた。第2恨は直接手葉維管東に連絡するが

第3棋は直接には連絡がなL、。

9) procambial strandから維管東が成熟するのは節部要素の方が常に木部要素よりも早L、。

引用文献

く1)Hoffman, C. A. : Developmental morphology of Al Jium cepa. Bot. Gaz. 9ラ： 279-299, 1933. 

ぷ2)Sargant, E. : A theory of the origin of monocotyled.ons, founded on the structure of 

their seedlings. Annals of Botany 17 : 1-92, 19:)3. 

Resume 

1) The development and structure of. Lilium longiflorwn seed! ings 3re described on several 

stages until the fourth leef ia elongating. 

2) The primary root is diarch, the secondary root is triarch, abortive triarch or diarch and 

the tertiary root is triarch. 

3) The primordium oftbe second leaf is formed when宅becotyledon has grown 2.bout 2cm. 

long. 

4) The secondary root originates i u the per icycl ic cells of the hypocotyl at tbc almost sa1冶e

time when the second led develops. 

ラ） Two collateral bundles situ:;-,te in the cotyledon ~md their xylem parts are facing. In ’the 

second and third leaves there run up three bundles parallel to et¥Cb other. Many conn← 
cting bundles and branche丹 ofthem are seen so as to increase the number of the leaf 

veins. 

6) Some inner cortical layers of the root lose their contents’upon it日maturationandもhenthe 

epidermic and outer cortic2.l cells degenerate partly, resulting in undulations on the 

日urfaceof the matured root. 

7) The membrane thickening of xylem elements in the early stage of development is always 

spiral but later both reticulate and日calP-riformthickenings are observed. 

8) Vascular traces from root to leaf were examined, the secondary root is connected directly 

with cotyledonary bundles in the hypocotyl but the tertiary root does not. 

9) The maturat:on of the protophlocm in the procamh-ial strand always precedes to the proto-

xylem and begins in the outermost part of the stele. 
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馬鈴薯の生－理，形態皐的研究

第 5報．生育期間中広於ける馬鈴薯塊室内

窒素化合物の消長に就て

Physiological and morphological sもudieson potato plants 

l>arむ5.Distribution of nitrogen frnctions in the poもatoもubers

田川 隆・岡津養三

Takashi Tagawa and Yozo Okazawa 

北海道大皐農皐部植物皐教室

前報15)16）に於て，筆者等は馬鈴薯塊室内に於ける茨水イE物代謝に闘し， その主要貯磁波水イk物たる磁 I 

粉と生活エネルギ戸源となる糖類との聞に，生育期間並に休眠，貯磁期間を通じ雨者間の合成，分解が可逆的

に行はれ，且アミラ戸ゼ酵素，更に塊室組織の水素イオシ濃産等の関係と共にそれら相互間の有機的関係を明

にLTこo
馬鈴薯は塊主主の築養繁殖に依り栽培が行われ，従って蔚芽に際し，その貯戴窒素化合物が複雑な分解合

成を経て，新器官形成に必要な原形質蛋白，フオスフアチツド，葉緑素，酵素等の含窒素諸物質の構成材掛と

して用ひられる事は，貯蔵茨水仕物が力源的材桝として用ひられる事と相侯って重要な事責である。特に種子

に依って裂芽ずる積物と異る姑は，夫等に比して多量の貯積窒素化合物が唯に期芽の際のみならず，地上翠葉部

の完成後，更に新塊撃の形成に際しでも著しい影響を及（ます事は幾多の研究に依つでも明かな魔である 04)5)8)9) 

斯く馬鈴薯塊翠は萌芽に際し窒素供給源として重要な役割を有するものであるが，更に新塊撃の形成に

際し，’之等貯戴窒素化合物の蓄積献況に就いても一隆考慮する必要がある。向是に就ては Appleman2）及び

Singh13）等に依りその概要は略ぽ明かにされたが，詳細に就いては幾多の問題が蔑されている。依って本質験に

於ては馬鈴薯の生育期間中に於ける親，並に乎塊翠内窒素化合物及び糖分の消長を生育期別に換し，二三の結

果を得たので蕊に第ラ報として報告する。

猶本研究質施に首り賞験材斜入手に就て御配慮を賜った，農林省札l協農事改良質強所島松試験地，永田

和j男技官に深甚なる謝意を表する。舟木研究は文部省科準究研費の援助に依り施行せられたものの一部である。 ／ 

ままに同省ば艶し感謝の意を表する。

仁E〕質験材料並に賓験方法
〔A〕供試材耕；質験材料は馬鈴薯「男爵薯」 く農林省札幌農事改良質験所島松試験地，昭和23年度差〉

を用ひた。試制は各期地下貯頭したものを昭和24年4月20Rに掘出し，之を800倍ウスプルン液にて3J分間表面

殺菌後，陰干しにした後種馨として使用した。

仁BJ育成法；上記種薯を5月4日全粒のまま圃場に播種し，肥料及び管理は前報16）に準じて行った。

〔C〕測定法；分椋は重量法に依り，特に頂芽部並に側芽部に就き，下記の告態窒素に闘し分析を行った。

先づ音程10粍の木栓穿孔器で頂芽及び側芽部を貫、通し，各々厚さ約3耗の園盤拭の小組織片を採った。此の場

合10個の塊室より各々 l個計IO個をとり，之を分椋試料とし，蛋白態窒素，可溶性糖、窒素，アンモ二ア態窒素，

アミド態窒素，硝援態窒素，アミノ酸態窒素．還元糖，非還元糖を測定した。猶残余窒素とは可溶性締謹素よ

りアミノ酸，アミド，アシ〆モニア，硝醸の諸態窒素を差事11.、たもので，叉蛋白態窒素及び可溶性態全窒素との

和を以て織窒素量とし，数字はいずれも塊窓生体軍IO瓦中に含まれる窒素を起で示す＠

16 
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よIJ賞織結果及び考察
く1）親塊童向に於ける鐙素代謝ら馬鈴薯塊輩内の蜜素化合物に就て朝井P佐藤’Q等は塊

輩生重量の約2係は蚤白質であると遠ぺ，吉村11）は魂ヨ置の金遺棄の他.6%il蛋白質であ急とし，

叉随所鏑〉は窒素化合物~·1.政純蛋白賞。チ .:Lr<ベ， νであ多とじている。而して播種後の塊建内
筆業成分«＞I陸化tcJtいつCは省く Fi雌崎gen，•＞及び Jonf61）等θ研究によ D蛋白質，緩粉，脂肪そ

の他。拷成分は揺種後語紙a減少をみるが，此等はいすZれも相省後期まで生曹に軍参揮をゑぽす
と越ぺている。更に ..Denny'｝は不溶性強鐘索，可務倍蜜黛，アシ号＝7線鐙策， 7ミ......

，アミノ酸髄素，鵬性腿綿織委を雨時にー畿に親書から移動する事を脚光..し

て本文に於ては下記緒貨層住結果．を勝合し，主主つ設明の便宜上塊護婦種後萌芽が池上に蹴出する

時期までを旗芽前期とし，それ以後＠時期を萌穿後期とし夫寄目隠期に於Jj'－~各態筆素の消長に
ついて前灼〈第l刷会照）。
(n）規塊室蘭芽前期

本期は播種後萌芽が地表陀抽出するまでの聞で，未だ葉線棄の形成も悲し光合成作用

の替まれたい期間である鑓，萌芽の生長蛇要するカ滅的材料は第1報に示したまn＜，貯蔵炭水

化物の滑費に依って行ばれるが，萌芽の構成材料陀必Wh鐘素成分も専ら塊蜜内に貯蔵され九
もの民あおぞもので，，る。 ；Denny4）もとの事賓を認め，之の聞に塊饗乾物量の l/•--1/a が清夫

すると云ん本賓段結果によれば穂筆家量はとの期聞に約牟量を消費した悌1闘,A）。殊に蛋

白怠鎗鎌〈第1圃，B）の減少佐著しく，とれは萌芽に際し蛋自分僻偉業による分解隠よるもので．

と＠作用除塊輩のうちで特に頂茅部が盛である。此の分解産物は可溶性竃素〈第1幽，0｝とたり

萌芽に移行し利用されるが，ー方との型で塊華内陀】時者積される。而して本期比みられる塊

室内可静佳竃索含有量は蛋白の分解その他に由来す芯金量より，萌芽都民務.して新植物体の

構成に利用されおものを差引いた差が分析値として表れてくる故，蛋白態蜜索。減少に比しそ

の含量拾すく1.tい。との期間申特に興味のある事は，可溶性愛索中7：；＇号ロア態肇棄の治加と，

アミド態蜜棄の減少が相重量的である事で~る（事事1岡， D,E＿，。前報’めに報じた如しとの期間は
呼吸作用が盛であるに拘らや酸素の供給不充分危篤，.の酸化は不発盈とたり，塊主管内tc－時

的犯酸焼物質，d!lfち穆酸，拘燐酸等の有機酸類の蓄積に依る組織搾持の酸性化が認められ九

ぞれ故との期間，蛋白6念激1J:分解よP生じたアン号S アは，前記＠榎類と総合し，有償般の
聾として存在しているとみられ，特区碩芽部に多いのは，頂芽留に於け志蛋自の分解の盛1J:事

に周るものと思ばれる。’倫ζの期間花見られるー時的1J:7ミF'o減少は，ー部は地上塞薬部構

成材料としての該部への移行と，ー部はアジ号＝7形成主伴ふ分解に図るものと忌枕れる。備

との問l~於ける含積量の消長ほ，前報It）舵示した如〈，一時的1J:減少後再び増加を見争時期で
Ii~ ，斯えて碕酸態鐘棄はとの間僅1.t増加老示すに皆り顕著f.t餐化は見られaいく第1回ーF）。
ヨえに線寵素量と金槍量の比率を看るに，此の期間怯鐘索の念激~消費と合情量の増加を見る時
期である震，頂茅都民於ては比率は1より大であり，叉側茅部は小数下よ 9・次第にはに近づ〈

ととが認められた。

くb）親塊童疎芽後期

ζの期間，地上部は生育の最も旺盛た時期で，総業に依る党合成作用と相候って，根

系よD無機窒素の吸牧も盛んで，業中古？蛋白質の合成が盛に行必れ，貌塊蛍よ9金〈濁立した
祭養生活を普むものと考へられ：＆0 Denny~） tt:依ると，本時期の靭期には倫未だ親塊撃の存否

は牧量に膨響L，親塊輩内物質の80%，までこの期聞に失はれ，鰭態鍍素化合物は徐々に地上部

l7 
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場事 1闘 親塊輩内諸態窒素量の費化
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その他に移動する。而して末期に至って塊茎の腐肢に依る有害物質が笠長に悪影響を及ぼすと

1述べている。

本寅験結果から考察すると，線窒素，蛋白態窒素，可溶性窒素（第1園A,B,C）はいす＝れ

も前期よ D減少度が緩徐になり，特に頂芽部が側芽よ DやL多い事等は，地主部の濁立柴養の
確立陀依D，霊童素源としての塊撃は補劫的主主ものとなり，唯僅少乍ら徐々に地上部に移動ずる

事が認められる。

併し一方可溶性態窒素中の諸態窒素の獲化は怠ほ複雑で、あって，一時蓄積したアンモ＝

ア態窒素は〈第1厨， E）頂芽部，側芽部共K約1I10tr.念減し，且つアミド f第1園， D）は再

び一時的に増加を示し，特tて頂芽部では初務量よ DやL多量と完工ワた。とれは前報16）に示した

如く， ζの時越には一時蓄積された有機酸類も消費され，組織搾汁の酸度も減少し，且ワ還元

糖の含量の増加等に依りアミドの形成は容易とたり，且ィコ地上部への移動速度が緩く左ワた篤，

アンモエアはアミドに聴換，蓄積したものである。 Schulze12＞は塊設中のアミドはア λパラギ

ン叉びグルタミ γ であることを澄明している。硝酸態窒素（第1闘， F）はとの期間急：激に増

加を示している。 C/N率陀就てみるととの期間は総窒素量の緩慢怒る減少と，還元糖の増加に依

り常＆－dより大抵値を示し，との期間塊翠は地上部に釣し補助柴養源、としてではなく，＿Miller,9)

Seliber, Sikorski等の述べる如く機械的に保水の役をなすものとみられ君。

く2）子塊室内に於ける窒素代謝：播種後40目前後よ D旬枝の肥大開始がみられ，開花期

(6月7日）には肢に小型の塊玄が形成される。その後塊支の肥大は急：激に進み，ヨえいで、翠葉の

枯4滞司始がみられる 8月初旬に至ってやL肥大速度は緩慢となり，その後地上部が完全忙杭死

，するまで徐々訟がらその生重量を；惜したD

子塊翠の肥大医科ミム窒素成分の段化に就き Singh13＞は，塊7荘内の窒素含量は極めて僅少

であるが，併し地上部の乾枯と共に増加し，完熟児際し僅に減少すると述べで居り，との減少

に就ては Applemn.n2）は蛋白の加水分解に依るもので，とれは充分生長を遂げた後，塊黙の完 ‘

熟児重要な過程のーである事をのべている。本賓駿に於ては，塊京の休眠， Ji)~芽に際し重要な

役割を有ナる頂芽青JS，側芽部に就き諸態窒素成分の縫化を追求して第2闘に示す如き結果実得

た。尚設明の使宜上子塊玖形成の全期を幼年期，成熟期，完熟期の三期陀分かち，それら各時

期別に子塊堂内窒素成分の消長に就き論宇る。

(n.）子塊草幼年期： i訪報16）に示した如く，本期は所謂開花期より開花後に亘る期間で，

塊輩の肥大速度は未だ顕著ではないが，塊輩内の還元糖，非還元糖含量共陀多く，生理的に極

めて活澄な時である。又窒索含量の増加も顕著で蛋白態窒素，可溶性窒素〈第2 協~. b, c）は

共に頂芽部に多く民側芽部と共にい宇れも増加を示している。

可溶性室素の増加は主にチミノ酸態室素，アミド態窒素の増加に偉!J' （第2匿！， d, e) 

頂芽部にはアミドが多く，側芽部陀はアミノ般が多い白唯アンモ＝ア態窒素と硝酸態窒素（第

2闘f,g）はいやれもとの間念激な減少を示し，特に側芽部に於て著しいo とれらは葉内で合

成された蛋白質はてミノ酸等の可溶性物質として塊室内に移動し来札他方叉根その他の器官

に由来する硝・酸，アンモニア等の無桜窒素も同様に塊蜜内に於て諸種の合成作用に用ひられる

に図るものと考へられる。前報16）及び本質験結果陀依るも，本期には還元糖合金多く，叉

Singh13）の示す如く呼吸作用も盛である矯， ~w酸の還元，アンモエアよ P アミド， 更にアミノ

酸合成が盛であるべき事が橡想、されるが，特にとの期間は頂芽部陀アミドの蓄積が大怒る事は

正 興味ある事質である（第2闘， e）。とれは詐j酸の還元陀よ D生じたアンモエア及び他より移動

19 
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第 2園 子塊Z室内諾態窒素量の盟化
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し来ったアンモユアが糖の分解等により生じた無窒業有機化合物と結合し，アミノ酸生成の途

上，一時的にアミドとして蓄積したものと考へられる。

(b）予塊輩成熟期

本期は7月中旬より 7月下旬に至る問で，最も旺盛な塊翠肥大時期であD，とれは主に

主貯織物たる澱粉含量の増加に依る事は前報16）に依D明で，且つ又糖分の念激怒減少はとれを

裏附けるものである。との期間給酸態窒素は更に減少し荷、酸の還元が盛故事を示す（第2国，gう。

アンモエア態窒素は側芽部では7月28日に若干の増加を示すが，その後再び減少し，又頂芽部

は前期と同様減少した（第2国，打。而してアミド態窒素は頂芽，側芽南部共に急：激に減少し

た。とれに反しアミノ酸態窒素は著しい増加を示した（第2闘， d,e）。而して全体と kて可

溶性窒索，蛋白態窯素．は共に若干の減少を示した。とれ恐らく A pplenrnn~＞ 及び Glynne6>

氏等の賓験結果から考ふるも，塊室皮屠部陀於ける室長素含量の此の時期tてみられる減少は，成

熟に伴ム窒素分の中心髄部への移行に因るものと忠推される。一方アミド態繁素の減少と，ア

ミノ酸態窒素の増加は， Sch1ur.e12）の示す如く，アミノ！授が馬鈴薯塊玄の貯蔵窒素化合物とし

て示、ず主要性の貼より，一時的に蓄積されたアミドは，アミノ酸合成への一時的待機型で、ある

と同時陀，アミノ！授の蓄積は塊葉の成熟過秤が更陀進んだ事を示すものである。

(c）子塊輩完熟期

本期は8月初旬主り中旬に至る問で，地上部草案の枯凋開始より，全く枯凋倒覆に至る

期間で乍塊玄はとの間に成熟を途げる。今此の間tて於ける諸態主主素化合物に就てみると，アン

モコア態窒素は更陀減少し，遂に頂芽部，側芽部共にほぼ等しい一定値を示ずに至る（第2岡，

f)。τ・方的酸態管素は頂芽部，側芽部共に更l'r：減少するが，地上部が全く枯測すると岡部共若

干の増加がみられたく第2闘， g)b 

アミド態窒素は完熟陀先んじて再び若干の蓄積を見，との問アミノ酸主主素もや L減少を

示したが，完熟期陀入Pアミド態室素は減少しアミノ酸態窒素は再び高い値を示したが，

特陀側芽部に多い（第2闘， d,e）。以上より可溶性窒素全体は乙の問，岡部共傑か増加した

が，最後陀再び減少した。とれは非蛋白窒素は皮府部より髄部に多いと云ふ他国ry の結果よ

り，との間髄部への移動による可溶性窒素の減少が考へられる。蛋白態窒素に就ても頂芽部は

、初期より減少してto-!J＇側芽部陀於てもその増加は僅少で、ある事より，芽の部分は蛋白態窒素

の貯蔵といふ黙では大怒る意義を有さないものとみられる。

〔IV〕結語

(1）本質験は馬鈴薯植物の生育期吋中，萌芽後の親塊輩内含窒素化合物の後化，及び子

塊輩形成に伴ふ貯蔵鐙素化合物の移動，蓄積を明かにする目的で行ったものである。

(2）塊霊前芽陀際し先づ蛋白態窒素の急：減に依りすンモ＝ア態窒素の増加がみられ，更

にその減少と相侠ってアミド態窒素の蓄積がみちれた。

(3）塊室内に於ける是等緩イヒと共陀，可溶性窒素は萌芽へ急：速に移動するが，特に崩．芽

の地表抽出後，霊薬の展開によれ且つ根系の完全な護達陀依り，新植物体が濁立柴養を替む

に至る迩ほ，塊輩は萌芽の窒素供給源として極めて重要である。

(4）子塊整形成の際の窒素化合物の貯蔵過程は，炭水化物の貯械の場合と異にその大

卒は塊翠形成の比較的初期に既に蓄積される。却ちアミノ酸態窒素は主として頂芽部，側芽部

に，その他の窒素分は主に中心部陀移動，蓄積されるものと思はれる。而してアミドはアミノ
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酸合成への待機形として成熟初期陀多く，完熟に従ひ減少を示す。叉アンモエア態並tて右目、酸態

窒素は共陀完熟と同時に減少を示した。
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Resume 

In order to obtain some information on the variation of・ the nitrogen compounds in the 

mother tubers at the sprouting stage and of the transloca tion and storage of nitrogen frac-

ti on日inthe young tubers dur:ng an entire growing season of the potato plants, the present 

investigation was undertaken. 

The e玄perimenta.lresults obtained may be summarized as follows; 

t. Shortly after the sprouting, the increase of ammonia-N was ascertained according to 

the decrease of protein-N; and then concomitant wi tb t.bese changes, the ・accumul 

at ion of amldo-N in the tuber! was resulted • .Being accompanied with these changes, 

the rapid translocation of the tofal soluble-N from the mother tubers to the sprout-

h1g ti日目ueswas recognized. Judging from the results obt:tined, it appeared rea.sona-

ble to consider that the role of mother tuber as an organ for nltrogen supply is 

very important until the stage of vigorous development at which the日proutbecom日

entirely independent of the mother tubιr. 

2. With respect to the transference :md accumulation of the various forms of nitrogen 

in the newly developing tubers different behaviors were seen as compared with that 

of the carbohydrates_. Namely the l nrge portion of nitrogen compounds were accumu-

lated at the early stage of the tuber dev~lopment, while that of the carbohydrates 

happened at the later stage of development of the tuber. 

As to the distribution of nitrogen fractions in the young tubers, the amino-N 

were stored mainly in the vicinity of terminal and lateral buds and other forms of 
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nitrogen were reserved in the pith of the yoμng tubers・Thecontents of amido-N 

which may be assumed to be utilized for the ::amino acid synthesis were rich at the 

early向 geof tuber maturity, followed by the gradual decrease accor~ing to the 

complete maturity. Upon attaining a maturity the -ammonia-and nitrate-N contents 

in the young tubers declined gradually. 

I 

/ 
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伊藤誠哉一村山大詰

Seiya Ito & !Daiki Murayama. 

北海道大串農車部植物悪教室

著者の一人伊藤は多年日本及び近接地帯所産の菌類の分類墜的研究を行いつ~~ある。就

に藻菌類，捨子菌類中黒穂菌目及び鋳菌目居生鋳菌科の研究を完了した。共後著者等は鋳菌目

柄生鋳菌宇KPuccini ace ae）及び不完全鋳菌（UredinalesImperfecti）の分類準的研究に従事し，
銃往の研究中共1部は札幌博物墜さ曾報第17巻3.4披〈昭和18年〉及び同18巻3.4披（昭和24年〉に

畿表した。本報文に於ては其後本邦及び近接地帯所産の鋳菌を整理し，共中37種につき，新迫

力日種，新同物異名，共他につき些か得る所がありたので裁にとれを報告する次第である。

( 1) Gerwasia Rubi RaciborsJri 

Bull. Aca.d. Sci. Cra.covie, Cl. Sci. ma.th. et na.t.く1909),p. 271, 1909. 

Syn. Gerw:i.sfa chinensis Hira.tsuk:≫, Jour. J 2.p. Bot. XV, p. 437, 1939. 

本種の原詑載は不完全で、わあるが同一種と認めて本邦産種の種名を嬰更した。

(2) Triphmgmium Ulma出leLink 

Sp. PI. VI, (2), p. 84, 182ラ．

Syn. Triphra.gmium Nishidanum Dietel, Hedw. XLI, p. (177), 1902. 

Dietel氏の記載した日光産アハユキサウくAstilbechinensis Maxim. var. albiflora Maxim.) 

上に寄生する Triph1・agmiumNishi<lanumたる種類があるが，之の寄主植物はシモツケサウ

であり，菌は本種と認められる0 ． 

(3) Uromyces Lilii (Link) Fuck 

Symb. Myc. Nachtr. III, p. 16, 1875. 

0, I, III.イチトシパイモ（Fritil la.r ia Maximowicz.ii Freyn) 

滞納i園黒河省サボ｛シキ，昭和18年6月15日，舘脇換氏採集

三浦道哉氏（満蒙植物誌， lII,p. 248, 1928）は満洲皆！興安にての Fritillariaと思惟される

植物上弓鋳菌に封し UromycesLilii Fuck.左右名を宛てられた。爾来満洲厨〈本邦末採集）

に於て本種の後表のなかワたものである。倫イチリンパイモ上の本菌とUromycesHolwayi 

Ln.gerh.との関係については今後更比検討を要するものと思われる。 （挿闘参照〕

(4) Uromyces Salsolae Reichardt 

Verb. Zool.-bot. Ges. Wien, p. 842, .1877. 

0, I, II, III.ヲカヒジキくSalsol? Soda L.) 

北海道渡島園江差鴎島，昭和5年9月19日，林彦一氏採集

本種は本邦に於ける新迫力H種である。 （挿園参照〉

(5) Uromyces Aconiti Fur.k. 

Symb. Myc. p. 61, 1869. 

Syn. Uromyc.es Aconiti-Lycoctoni W:nt. Pilze Deut. I, p. 153, 1884. 

従来本邦にては本種に到しUromycesAconiti-Lycoctoni tr,,る阜名が採用されていたが先命権
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に依り U. Aconitiを用いる事とした。

(6) Uromyces lapponicus Lag世b.

Bot. Notiser, VII, p. 274, 189J. 

0, I, III.シュミットサウくAstragalussachalinensis Bunge) 

. August, 1950 

樺太？毎馬島潟：馬演，昭和6年7月26.日，木本氏幹，竹江五郎及村山大記採集

樺太海馬島北古丹，昭和6年8月5日， ｜司 J:~. 

本種は梓太に於ける新迫力日種である（木邦未採集み。 （挿闘参照〉

(7) Uromyces fallens Kern 

Phytopa.th. I, p. 6, 1911. 

0, I, II, III.アカツメクサくTrifoliumpratense L. var. sativa Ser.) 

北悔遁石狩圏札幌市園山公園，昭和20年9月20日，伊藤太郎氏採集

本種は伊藤氏採集後翌21年北海道各地に於て採集され叉長野牒（信濃園美務村青島，昭和J22

年8月6日，橋爪あっ氏採集）に於ても本菌の護生しておる事が明になった。

本菌の襲名に撃すしては多くの著者に依D Uromyces Trifolii (Hedw. f.) Lev・なる態名カ斗采

用されていたが，著者等は Kern氏の訟に同意して Urornycesfallens Kernを用いる事とし

た。 （挿闘参照〉

( 8) Uromyces sもria胞llusTrnnzscb. 

Ann. Myc. VIII, p.24, 1910. 

0, III.ヒメナットウダイくEuphorbiaSieboldiana Morr. et' Decne. var. montana 

Tatewaki) 

樺太突草山，昭和5年8月9日，大谷麗直及今井勇三郎氏採集

Euphorbia属植物に寄生する Uromycesは共種類が茜多く，本種の同定に関しては柳か疑

黙を存する所もあるが，基本標品を検する迄は暫く本種に宛つる事にした。本種は梓太に於け

る新追加種〈本邦未採集）である。 〈挿闘参照〉

(9) Uromyce自LimoniiLev. 

Diet. d'Rist. Nat. Art. Ured. p; 19, 1840. 

Syn. Uromyces Staticae-sinensis Liou et Wang, Contr. Inst. Bot. Nat. Acad. "-

Peiping, III, p. 32, pl. VI, fig. 10, 193丘

支那産ダイワンハマサジ kの菌即ちUromycesStaticn.e-sinensisとして後表されたもの L多胞

子はハ？サジ上の菌の冬胞子に比して共形精球形なものが多い傾向が認められ，るが雨種を劃然

と区別する事は困難である。又冬胞子柄の長さも雨種共忙殆ど同様であるので u.Sも叫ic鳩－
sinensisを U.Limoniiの同物異名とした。 〈挿闘参照）

(10) Puccinia graminis Pers. 

Disp. Meth. Fung. p. 39, pl. III, fig. 3, 1797; Syn. Meth. Fung. p.228, 1801. 

Syn. PucciO:ia ikaoensis Hara, Trans. Agr. Soc. Shizuoka Pref.く静岡豚農曾報）， No.286, 

p. 47; 1 fig., 1921.くnom.seminud.) 

P. elymina Miura, Flora of Manchuria & E. Mongolia（満蒙植物誌）， ][,.P・283

pl. V, fig. A, 1928. 

原揖耐氏後表のタツノヒグkの菌（Pucciniaikaoensis〕及び三浦遺哉氏護表のハマムギの1

鍾（Elymussp. (E.円ibiricus?) ）上の菌（P.elyminn）は P. graminis と同一積と認めた。

命オホアハガへU上の本菌は他の寄主植物 tのものに比し稿小形の様‘である。 〈挿闘参照〉
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(11) PL1ccinia Miyoshiana Dietel 

in Engl. Bot . .Tahrb. XXVlI, p. 569, pl. VII, fig. 16, 17, 19JO. 

Syn. Puccinia kozukensis Dietel, in Engl. Bot. J:i.hrb. XXXII, p. 48, 19J3. 

? Aecidium Bupleuri-sachalinensis T. Miyake, Jour. Sapporo Agr. Coll.IT, p. 

109, 19C6. 

Dietel氏の幾表にか Lるヒメアプラガヤ上の菌（Puccinia kozukensis）は本種と同一種た

り。叉ホタルサイコ kの銃子腔は本種との直接の詮明を欠〈が，同根関係、あるやに思惟せられ

るo今後更に検討を要する。 （挿画！参mn
(12) Puccinia l'olli以前一imberbis (S. Ito) Hirntsuka 

.Tour . .Tap. Bot. XIII, p. 248, fig. I, 1937. 

Syn. Pnccinia Microstegii Sawada, Descr. Cata!. Form. Fungi, （台湾産菌類調査報告〉，

IX, p. 61, 1943.くnom.seminud.) 

オホササガヤ j二の Pucciuia Microstegiiを木種と同一種と認めた。

(13) Puccinfa Euln.liae Barcl. 

Jour. Asiat.日oc.Bengal, L玄，く2),p. 216, .1891. 

Syn. Pucc:nia Miscanthi Miura, Flora of Manchuria & E.日ongoUa.（満蒙植鞠託；），III,

p. 3)2, pl. IV, fig. B, 1928. 

三浦港哉氏は満洲園鄭家屯に於けるヲギ上に寄生する PucciniaMiscanthi なる種類を議表

し，夏胞子陀は後芽孔10個散在すると記されたが，原標品に依るとを菱芽孔はι5個で赤道部に－

存在し，叉夏及冬胞子の形態は杢く Puccinin. Eulali ae と一致するので同｝種とした。叉平

塚直秀氏（Trans.To悦oriSoc. Agr. Sci. IV, p. 36, fig. 1, 1!)22）はカリヤスモドキに等生

ずる Puccinia daisenensis Hirntsukn.なる種類を護表され， P. Eulalin.eとは冬胞子の大さ及

び先端の著心〈肥厚せる駄を以て異る黙とされた。北海道産ススキの薬上に寄生する Puccinin.

kて同一被害葉より P.Eulalit胞に一致する冬胞子と冬胞子の先端厚くして P.d4isenensisに

相営ナるものとを生宇、るものがあるが，之等の県＇ iについては更に後来の研究を要する。

(14) Puccinia amnd.iuacen. Hedw; f. 

in DC. Encycl. VIII, p. 25}, 1808; Fl. li'r. VI, p. 59, 1815. 

Syn. Puc,pinb Phragmitis Korn・IIedw.XV, p. 179, 1876. 

‘ 従来多くの著者陀依D I>hragmites 尉植物ft:~寄生する Puccini a中－P.Phragmi tisとして

用いられていた搭名を先命権に依り本捨名の如く改める事にした。

(15) Puccini a oblongata (Link) Wint. 

Pilze Deut. I, p. 183, 1884. 

II, III.ヌカボシサウ c_Luzufopl umosa E. Mey.) 

北海道石狩園定山渓夕日山， 11r'1手n4年IO月13日，徳永芳雄氏採集

本種は本邦に於ける新迫力H種である。 〈持脂！参照）

(16) Puccinia Allii (DO.) Rudolphi 

Linnaea, IV, p. 392, 1829. 

Syn. Puccinia Alli i-japonici Dietel, in Engl. Bot. J ahrb. XXXII，、p.47, 19J2. 

Alli um属植物に寄生する Puccinin.は従糸木邦にては P.Allii Rudolphi, P . .Allii-

jn.ponioi Dietel, P. n.lliivorn Hara, P. Blnsdn.lei,Dietel et Holway, P. mixtn. Fuck. 或

は P. Pord Wint.等種々の名のもとに報告せられ，ネギに寄生するものは ,P.Allii なりと
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云ぃ， P.Porriと稀し，又 P.mixtn. ( = P. Porri）と唆表し，原構j祐氏は ，P.九lliivorn,な

るすf憧乏して護表する等誠に論議の多い所である。之等は鋳子陸の有無，夏胞子の形態及護芽

孔数，冬胞子堆のJV¥態，多胞子の形態，糸献体の有無，護遼の程度及び1室胞子の有無多少等に

依りて意見の異る所であるが，本邦産Allium属植物に寄生する Puccinin.を精査すると各寄主

lて依ヲて胞子堆coJfk態及び胞子の形態，糸状体の護淫の程度， 1室胞子の多少其他lモワいて多少

差異が認められるが，中間型が存在し，劃然たる差別貼が存在しないので，今暫く本邦産

Alli um 属植物上の Puccinin.を凡て P.Allii として取扱う事とした。又ヤマラッキヨウ上の

P.宝llii-jn.ponici も亦河｝産として取扱ったョく挿闘参照） 倫ノビルに寄生する Uromyces
durus Die凶なる径類があ D，堆中に延々 2室の各胞子を混在するが，該菌については今暫く

U. durus友る名を用いて更に後来の研究を侠っとととした。

(17) Puccinin. Smiln.cis-Sieboldii Hirnもsukn

Bot. )fog. Tokyo, J;VJ, p. 377, 1942._ 

Hyn. U redo Smi l aci sくnonSchw.) Sawada, Trans. N:it. Hist.日oc.Formosa t合濁博物

串曾報）， XXXIII, p. 100, 1943.くnom.seminud.) 

U. Smilacis-Chinae Hiratsuka, Mem. Tottori Agr. Coll. VII, p. 75，同43.

Puccinia smilacicola Sawada, Descr. C::-.tal. Form. Fungi（台湾産蓋類調査報告〉，

I玄， p.70, pl. II, fig.‘ 19-21, 1943.くnom.seminud.) 

台湾産サルトリイパラ上の UredoSmaln.cis, U. Smilacis-Ohinn.e及び Puccinin. smilacicoln. 

を本種と同一種と認めた。

イ民し、津田氏に依れぽ P. smilacicola の夏胞子堆肥は糸欣体を？見守る旨が報ぜられているが

此黙Kついては更陀後来の研究を要ナる。

. (18) Puccini a Spergu lae DO. 
＠ 

Fl. Fr. II, p .. 219, 18つ5.

Syn. Puccinia Arenariae 'Vint. Pilze Deut. I, p. 169, 1884. 

従来多くの著者に依りJ宋用されていた木菌感名 P.Ar・en1uiae を P. Spergul ae に縫更し

た。寄主植物の異るに従って胞子の色及び形，並に士Itの欣態が多少異るが，之等の形態の差異に

依って数種に分つことはv+-l~iff：‘である。第Uc ツメクサM，ハコベ嵐及びオホツメクサ属上の胞子は

五陀よく類似している。然しセンノウ嵐及びオホヤマフ λマ尉上の胞子は前3｝謁上のもの陀比

して幅庚く， i農色で且芸部は固形怠るものが多い。今暫く凡てのものを［司｝種として取扱ラ事

とした。 ． 
(19) Puccini:t Trollii E叫乱

Enum. Fg. Lapp. or. p. 221, 18“； :Myc. Fenn. IV, p. 40, 1879. 
III.シナノキνパイくTrollius japonicus Miq.) 

北海謹石狩園黒昏，昭和7年8月1日，照井陸奥生氏採集

北海道日高山系，昭和12年8月10日，栃内吉彦氏探集

北海運石狩圏黒豆，昭和14年9月13日，赤塚誹三氏採集

本種は本邦に於ける新迫）J日種で、ある白 （挿闘参照〉

(20) Puccinia Thlt弘speosSchuberも

FJ. Dresd. II, p. 2ラ4, 1823. 

III.ミヤマハタザ、ホくArabialyrata L. var. Irnmtschatica Fisch.) 

樺太浅瀬，昭和II：年6月19日，高橋喜夫氏採集
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千島幌延，大iE9年7月13日，工藤結界氏採集

千島占守，昭和喜年5月幻自，館脇操氏採集

千島焼荏，昭和16年7月10日及29日，舘脇操氏採集

本撞は樺太及び千島に於ける新追加種である0 -（本邦未採集〕 〈挿闘参照〉

(21) Puccinia Rhodiolae Berk. et Br. -

Ann. ~ag. Nat. Hi st. II, p. 462, 1850. 

lll.イハベνケイくSedumRho~iola DC. var. Tachiroi Fr. et Sav.) 

19日年8月

イハベンケイ上の鋳菌は川上瀧繭氏が明治32年夏北海道利尻島に於て採集され，Puccini.a,,sp. 

として明治33年植物皐雑誌第弘容に護表されたる他未だ本邦では採集されないが本種と認めて

設に報告する。

(22) puccinin. Nanbuann :P .. Henn・

Hedw. XL, p.く26),19Jl. 

’＂＇・ 

Syn. Pucninia Araliae-co'l'datae P. Henn. Redw. XLIII, p. l引， 1904.

Puccinia Miyabeana T .. Miyake, Jour. Sapporo Agr. Coll. II,p.119, fig. 7, 1926. 

P. Hennings氏は吉永虎馬氏が大和園吉野山にて採集した標本に依ってウドの鋳菌 puccinia

Arn.liae-co1・dataeを記載したが，原標品を検すると寄主植物はウドではなくシシウドで，寄生 、

菌は本菌と杢く同一であるoイハ＝ンジン，アシタパ及びハマウド上の菌はPロヤinin.Miyn.beann. 
として三宅勉氏に依って記載され， P.Angelicn.e Fuck.或は P;Angelicae-edulis T.Miyake 

(=P.Nn.nbu~nゆとは多胞子柄が長い事に依って新種とされたが，該種を精査ナるとP.Nn.nbunna

tて比して多胞子柄の長いものが概して多い傾向が認められるが， P.Nanbuanaの冬胞子中陀も柄

が長く P.班iyabeann.と略等長のものもあD且雨菌の夏及び冬胞子の形態は金くー？致するの

で同一種と認めた。 く挿闘参照〉

(23) Pnccinia Genもin.naeMarti-us 

Fl. 1tlosq. p. 226, 1817. 

Syn. Puccinia Gentianae Link, Sp. Pl. VI，く2),p. 73, 182ラ．

従来本邦陀ては本菌陀到して Puceinin. Gentin.nae Link友る感名を使用していたがPuccinin

Gen tianae Marti usの万が早いので後者を探用する事とした。 ： ／ 

(24) Puccinia Convolvuli Ca叫．

Obs. I, p. 16, 1843. 

Syn. Uredo Calystegiae Sawada, Descr. Cata]. Form. Fungi 〈台湾蓬菌類調査報告）， IX, 

p. 135, pl. III, fig. 18, 1943. 

台湾産ハマヒルガホ上の UredoCnlystegiaeを本菌と同一種とした。

(25) Pnccinin. Polemonii Dietel et Holway 

Dot. Gaz. XVIII, p. 255, 1893. 

本菌は樺太及び北海道産のカラフトハナシノプ（Polemoniumcoeruleum ~ var. I n.xiflorum 

Miy~be 凶 Kudo〕上陀寄生し，冬胞子に2型ある。第1型は堅綴友黒褐色の堆肥生じ，多胞

子の先端の厚き 6-15｝）－で梢永存性の柄を有し，第2型は粉欣褐色の堆に生じ，多胞子の先端

の厚さが3-6メムで，股落性の柄を有するものとがある。.（挿闘参照〉

(26) Puccinia Aclenophorn.e Dietel 

Ann . .M:yc. XXVIII, p. 276, 193）.くSept.)
、

Syn. Puccini-a A<}enophora←verticillatae S. lto et Terui, Trans. Sapporo Nat. Hi~t. 
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Soc. XI, p. 159, fig. J, 193~. くNov.)

Dietel氏は1930年9月18日強行の AnnalesMycologici誌上にソパナに寄生する Puccinin 

Adenophorne を登表し， 伊藤及照井は同年11月30日強行の札幌博物製曾報陀ツリガネユンジ

ンに寄生する Puccinin.Adenophorrt.E円 erむicilln.tae を護表したが，雨菌を精査すると金く一致

するので同一種とした。 ・ ． 

・本菌ほ業，輩及び毒事片；k舎に生じ，冬魁子ltL2·~型あ・2て，淡、黄色小形のものとJ薬褐色裁は褐
色にて大形のものとあうで，夫々黄褐色或は栗褐色の胞千堆に生やる。 PucciniarAdenop.horn.e-

verticilln.tn.eは後者陀属するものであるj倫ツリガネ＝ンジンの薬上にも淡黄色， 1J、形にて前

者の型に属する冬胞子を生やる。 （挿闘参照〉

(27) Puccinia ferruginosn Sydow 

Monogr. Ured. I, p. 13, pl. I, fig. 10, 19J2. 

Syn. Puccinia ・Yamadana Togashi et Onurna, .Rull. Imp. Coll. Agr. & For. Morioka, 

XVII, p. 28, fig. 3, 4, 1934. 

本菌・の多；胞子は極めて竣化性陀富み，往々別種の如く見えるが中間型が蹴出して直別する事

が困難で、ある。角サマエヨモギ上の Puccinin Y n.mn.dn.nn を本種と同一種として取扱った。

（挿闘l参照〉
(28) Puccinin Asteris Duby 

.Bot. G:>.11. II, p. 888, 1830. 

Syn. Puccinia Senecionis-scandentis Lindroth, Act. Soc. pro Fauna et Flora Fennica, 

XXVI, p. 12, 19J4. 

Puccinin Senec.ionis-scandentisと本種との異同については著者陀依り意見を異にする者が

あるが， l司一種と認めた。 〈挿闘参照〉

(29）本邦及び近接地帯（嘗日本領並Kii繭測閣）所産アザミ届（Cirsium Scop.）植物に

寄生するPuccininを弐の如く整理した。 （検索表には寄主植物名を除く〉

検索表
A. 各胞手大移， 30-48×24-33人夏抱乎護芽孔は2周上半部に存す。

B. 多胞子小形

a. 多胞子大さ 2S--40×19-29メ九夏胞乎謹芽孔は3個赤道部附近に存す。

b. 各胞子大さ 28-39×17-24ρ，夏胞子襲芽孔は2個稀に3個下宇都に存す。

(A) Puccinfa Nishidann. P. Henn. 

Hedw. XL, p. (26λ1901. 

P. Nisliido.na 

P: Cirsii 

I>. infra-nequo.torin.lis 

Syn. Puccin:a Cirsii-marit1mi Dietel, Ann. ::Myc. XX, p. 293, 1922. 

Puccinia efferta Cummins, Ann. ::Myc. X玄XV,p. 102, fig. 6, 1937. 

本種の基本標品（Cirsiumspicatum肱玄．，武蔵閣赤羽， 10月15日， 1899年，西国藤弐氏採

集〉の寄主植物はCirsiumspic a旬mMaxim.として後表されたが，寄主の接名を C.comosum 

Matsum. var. incomptum Ki協mura（グイアザミ〉と訂正した。ハマアザミ上の到iccimn 

Cirsii-maritimiの基本標品（Cirsiummn.ri色imumMakino，土佐閣安田町唐の演， 1月3日，

1921年，吉永虎馬氏採集〉を検すると本種の基本標品と全く一致するので同一種とした。 く挿

闘参照〉

(B) Puccinin Cirsii Lasch 
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in Rabenh. Fg. Eur. no. 89, 1859. 

従来日icc ini n. C irsii として護表されたもの L中には P.infrn-n.equn.初1・in.tisに属すむもの

がかなり多いと忠われるので後来更に検討を要する。 （挿岡参照〉

(C) Puccinin. in仕a-aequatori叫isJφ1・忌同d ーーーー、 〆

Study on Ka.nit ch. Ur ed. p. 132, fig. 18, 193~. 

本種のきち胞子ほ前震と殆E同様であるが，夏胞子の護芽孔が前frilは3伺丞道部附近l亡存在す

るのに封し，本種は2i間（稀陀3偶〉下牟部にある黙を以て前砲と異る黙’とする。〈挿闘参照〉

(30）本邦及び近接帯地〔奮日本領及び満洲園〉所産＝ガナ｝品（IxerisCa問．〉及びアキ

ノノグシ属（Lncもucn.L.）植物に寄生する Puccini.aを弐の如く整理した。

検索表
A. 多胞子大形

a. 多胞子の大さ26-39×20-28ρ，夏抱乎護芽孔上に乳頭突起なし，銃子陸は葉裏に散生す， タカ永二

ガナ，二ガナ，ジロバナニガナ，ヂシパリ，イハニガナに寄生。 P. Ln.ctucae-del:ilis 

b.多胞子の大さ28-42×17-L.8人 1室胞子を混在し夏胞子議芽孔上に筑頭突起あり，鏡子腔は葉肱及び葉

柄に沿い線献に生ず，ニガナそドキ， リュウゼツサイ｝ ダイワシエガナ，アキノノポジ，ヤマニガナ，

エグムラサキニガナに寄生。 P. minussennis 

B. 各胞手小形

a. 各胞子の大さ 22-29×rn-2sp,m‘胞子時代を有し，夏胞手議芽孔ヒに手l頭突起なし，ヤグシサウ，
テウセシヤクシサウに寄生。 P. Ln.c古ucn.e-donticuln.tn.e 

b.多胞子の大き 23-35×15-24p,M胞乎断tを歓く，ハマニガナに寄生。

P. L九ctu.cne-repentis

(A) Puccinin. Ln.cもucn.e-debilisDie旬l

Ann. :Myc. VI, p. 22え 1908.

イハ＝ヵ・ナ上の本菌冬胞子は他の寄主植物上のものに比し梢小形である。 （挿闘参照〉尚ヂ

シバリ（本州及び四閥〉上陀本菌の鋳子陸とは異る AecidiumLn.ctuc ne-debilis Sydow (Sydow, 

Monogr. Ured. IV, p. 45, 1923）を生やる。 Die句1氏（Engl.Bot. Jahrb. XXVIII, p. 285, 

1901）は本邦産ヤクシサウ及びアキノノヂシlて寄生する菌を新種と認め， Puccinin,Ln.ctucne 

Dieもelたる名を興へた。後i司氏（Engl.Bot. Jahrb. XXXVII, p. 103, 1905）は Lactucn.属の

3種即ちアキノノゲ九二ガナ及びヤクシサウ上に寄生する Puccinin.~就いて論じ，ヤクシサ

ウ上のものは他のものよ Dも冬胞子小形なるを以て別種となし，P.La.ctucne-denticuln.tn,e Dietel 

なる新種となし，アキノノゲシ及びエガナ上のものを P.Lactucne Dietelとして取扱った。叉

後2者上の冬胞子肢の沈の扶態に差異を認めたが，別種となすべきや否ゃにヲいては決定を避け

た。然し氏は P.I.actuc n.e中にユガナ上の菌を加へたがその際菌の性質を愛更する所がなかっ

た。其後同氏（Ann.Myc. VI, p. 225, 1908）はヂシパリ上の菌はアキノノグシ及び＝ガナ上の ，

P. Lac加cae陀比して多胞子が更に大形で、あるとの理由でP.Ln.cもucae-clebilisなる新種とした。

三浦道哉氏（Uredinen.e parasitic on Composime，北大農与さ部卒業論文， 1908年〉は本邦産

Ln.cもuc・a上の鋳子陸に3型あってj第 1型は杢葉商に散生し，小形〈径1/4-1/3mm）で，＝

ガナ，シロバナニガナ，ヂシメリ及びムラサキ＝ガナに寄生し，第2型は前同様散在するが大形

（径l/2-2/3mm）陀て，擬護膜細胞の護法不良のものでヱグムラサキ＝ガナ，アキノノヂシ及

びヤマ＝ガナに寄生する。第3型は固形或は庚楕図形，褐色の病斑（2-4mm）上陀群生し，

邦産 Lacもuca 属植物の凡ての種類に寄生する。第2主主Jは一般に夏胞子堆と共に生やるので
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Ln.ctucn. 属植物に寄生する Puccinia 陀属するが，第3型は鋳子腔のみを生じ，禾本科或は

カヤツリグ歩科に寄生する Puccinin.に属するものと思bれる。而して第1型の鋳子陸は P. 

Ln.ctuc n.e Dietel tie属し，第2型は P. lactueicoln. Miura. （米後表〉に属する。倫して第

2型は各胞子下室の護芽孔の位置及び1室胞子の存在に依り他のものとは異るので新種と認め

る旨を迷ぺられた。 Sydow氏（Ann.Myc. XI, p. 96, 1913）は三浦道技氏よ D送附を受けた標

本に依ってアキノ／グシ及びヤマニガナ上の菌を新極とたし P.lactncicoln. Miuraとして公表

する所があった。然し共後（HirntsuJrn& Yoshinagn., Mero. Toもtori Agr. Coll. III, p. 305, 

1935) P. Iactucicofaは P.minussensis Thiim.と同一種なる事が明陀なった。本邦にてタカネ

＝ガナ，＝ガナ及びシロバナェガナ:J-.の菌は従来 PucciniaL:ic旬cne Die加1とされたが，銃遠

の如く P.Lacもucn.eはその原記載に依れば寄主槌物としてヤクシサウ及びアキノノグシを拳げ

ている。然し之等の寄主植物上の菌は夫々 P,Ln.ctucn.e-denもfouln.tn.e Dietel及び P.minuss~nsis 

Thiim.に宛つべきものであるから P.Lacもucaeなる名は廃棄すべきものと思われQo倫Die胞l

氏はユガナ上の菌を P.Lactucaeとしたが，以上の理由に依り P.Lactucaeな芯墜名は用い

られない。而してクカネエガナ，エガナ及びシロパナエガナ上の菌はヂシパリ上のものに一致

するので，之等のものを P.Ln.ctm~ ae-debilis Dietelとして取扱う事とした。

(B) Puccinia minussensis Thum. 

Beitr. Pilzflora Sibir. II, p. 214, 1878. 

Dietel氏（Engl.Bo色.J ahrb. XXXVII, p. 103, UJ05）はアキノノゲシ上菌の冬胞子膜の沈

は願著で、あるが，エガナ上のもの Lそれは著しくなく，乾時には殆ど平滑に見えると報告した。

本種の冬胞子膜上θ沈は前種のものに比して柏顕著な傾向が見られるが，多くの標本を検する

と此差異もあまり明瞭ではない。 〈挿闘参照〉

(C) Puccinin. Lactucae-denticulatae Dietel 

in Engl. Bot. Jahrb.玄玄XVII,p. 103, 19)5. 

（挿闘参照）

( D) Puccini a Lactuc九e-repentisMiya.be et :Miyake 

in Sydow, Ann. M ye.玄I,p. 96, 19日．

〈挿圃参照〉

／イ〆

／ 

本邦及び近接地帯所産Ixeris及びLactuca属植物に寄生する Pucciniaは以上の4種であるが，

1942年津田粂吉氏（台轡博物接合報， xx玄II,p. 131, 1942；台轡産菌類調査報告， VIIT,p. 
48, 1943）は＝ガナモドキ（アッパニガナ〉に寄生する Puccinfa Ixeridis-Oldhami Sawada. 

なる種類を護表され， P.Lacもucaeとほ冬胞子膜lJi-t・骨陀して且夏胞子の長形（22-29×20-24戸〉

である黙を以て異る所とされた。該種にヲいては桜木を検しないので更に後来の研究を｛突っ事

とした。

(31) Puccini a tineも01iicolaMagnus 

Oesterr. Bot. Zeitschr. p. 491, 1902. 

Syn. Puccinia tinctori&e Magnusくnon.P. tinctoria Speg・）， Abhandl. Naturbist. 

Gesell sch. Niirnberg, XIII, p. 37, 19JO~ 

II, III.タムラサウくSerr:itulainsular is Iljin =S. coronata Makino et Nemoto) 

陸中園岩手郡中野村，明治3J年9月29A,I高橋良直氏採集
モウョキグポグチ（S.Yamatsutana Kitagawa var. mongol icola Kitagawa) 

満訓i圏吉林省主府，昭和12年9月1日，館脇操氏採集
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ダムラサウ上の菌を Sydow氏の標本会（Ured.No. 2333) の Pucciniatinctoriicola と比

較すると多胞子が少しく小形であるが，共他の黙ではよく一致する。本種は本邦及び浦洲園に

於ける新迫力日種である。 〈挿園参照）

(32) Aecidium Mertensiae A1・thur 

Eull. Torrey Bot. Club，玄XXI,p. 6, 19J4. 

ハマベシケイサウ（l¥fertensiaasiatica Macbride) 

樺太女麗，明治39年7月14日，宮部金竜三宅勉及宮城鎮夫氏採集

樺太仁瀧，明治39年7月24日， 向 上

樺太散江j明治39年7月25日， " 同 七

樺太愛郎，明治39年7月31日， 同 ヒ，

本種は樺太に於ける新迫力日種である〈本邦未採集〉。倫平塚直秀氏は北鮮海岸陀於ても本種を

採集された。

I I 

Resume 

In the. present paper are reported 37日peciesof rust fungi belonging to .Pucciniaceae 

and Uredinales Imperfecti i~ J"apan and her adjacent areas. Some of them are described as 

new to above mentioned areas and some as new syn。nyms. Three species of the genus Puccinia 
parasitic on C1irsiurn and 4 on Ixeris and Lactuca are established and clas&ified. 
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国版説明

第 1 圃版

ヲカヒジキ上の UromycesSalsolaeの夏胞子及多胞子

イチリシパイモkの UromycesLil iiの多胞子

シュミットサウ上の UromycesIapponicusの各胞子

アカツメグサー七の Uromycesfallensの夏胞子及多胞子

ヒメナットウダイ主の Uromycesstriatellnsの各胞子

ハマサジ上の UromycesLimoniiの各胞乎

タイワシハマサジ上の Uromyces Limon iiの多胞子

コムギ．ヒの Puccinia graminisの夏胞手及多胞子

タツノヒポ上の Pncciniagraminisのき5胞子

アプラススキーヒの PncciniaMiyoshianaの夏胞子及各胞子

ヒメアプラガヤ．ヒの PucciniaMiyoshianaの多胞子

ヌカポシサウ主の .Puceinia obi onga taの夏胞子及多胞子

ネギヒの PucciniaAlliiの夏胞子及多胞子

ヤマラッキヨウ上の PucciniaAl Iiiの多胞子

シナノキシバイ上の Pucciu:aTroll iiの多胞子

ミヤマハタザホ土の PncciniaThhspeos 0)多胞子

アマニウ上の Puceinia Nanbuanaの夏胞子及多胞子

イハニシジシ上の PucciniaNanbuanaの夏胞子及多胞子

第 2 圃腹

第 1圃 カラフトハテシノプ上の PucciniaPolemoniiのさら胞子く第1型〉

第 2園 カラフトハナシノブ上の PncciniaPolemoniiの多胞子く第2型〉

第 3圃 ソパナの翠ーヒの PucciniaAdenophoraeの多胞子

第 4圃 ソバナの葉上の Puccinia.Adenophor:ieの多胞手
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第タ圏

第 6圏

第 7圏

第 8圏

第 9圏

第 10圏

第 11圃

第 12圏

第 13園

第 14圏

第 1ラ圏

第 16圏

第 17圏

第 18園

ヨモギ上の Pucciniaferrugino胞の多胞子 ／ 

サマニヨモギ上の Pucciniafer rug inosaの多胞子

ナシコウシラヤマギグ上の PucciniaAsteriaの多胞子

タイキンギク上の日icciniaAsteriaの多胞手

タイアザミ上の PucciniaNishidanaの夏胞子及多胞子

タカアザミ上の PncciniaCirsi iの夏胞子及多胞子

チシマアザミ上の Pucciniainfra-aequatorialisの夏胞子及多胞子

ニガナ上の PucciniaL均tucae-debilisの夏胞子及多胞子

ヂシパリ上の PucciniaLactucae-debilisの夏胞子及多胞子

イハニガナ上の PucciniaL為ctucae-debilisの夏胞子及多胞子

ヤマニガナ上の Pucciniaminussensisの夏胞子及多胞子

ヤクシサウ上の PucciniaLactucae-denticulataeの夏胞子及多胞子

ハマニガナ上の Puc<;iniaLactucae-repentisの多胞子

タムラサウーヒの Pucciniatinctoriicolaの多胞子
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家震の生殖巣の後生に関する研究
1・生殖細胞の分・化の位置並に時期に就いて

Sもudieson the deYelopment of .gonad of the silkworm, Bombyx mO?・i L. 

I. On the region and period 0£ differentiation of germ cells. 

宮 慶 良E
Keiichiro 班iya

北海道大事農畢部養震墜教室

昆最卵の生殖細胞の分化に闘しでは，今迄に多〈の研究がある。しかしその分化の時期及位置は，昆最

の種類により大なる相違がある。分化の最も早い双麹類では，匪盤形成前に後極に於て極細胞として分化する

が，遅い昆轟では体腔が形成されてから体細胞と直別出来るものもある。鱗麹類で；の時期の最も早いものは

EuYanessaくWoodworth, 1889）で， H£盤~成時，後極に於て大~細胞として分化し， Endromis くSchwangart,

1905), EphestiaくSehl, 1931) , Solenobiaく工刷ltenscblager,1932) , Bombys C川口及官， 1943）に於

ては，陸軍基形成直後，未だ下医薬が分化しない前に，医原基の後宇都の一定部位に於て，之から分離して来

る事が確められ・て居る。

Seidel Cl924）の見解によれば， 1二記の如き生殖細胞の分化時期及位置の種的間違｛t，結局生殖細胞が

形態的に何時体細胞と識別し得るかによるものであって，生理拘分化の時期は何れもかなり平期であらうと云

ふ。

亦 Seidelは昆最卵の決定の問題に閑静して，生殖細胞の生理的分化の時期は，決定型卵では肝盤形成

・前に，非決定型卵では陸盤形成後に起ると述べて居る。高見（1942,47）によれば，家彊卵に於て肝盤形成前

の部分焼灼に於てさへも部分路を生ずる故，之等の勲から家謹卵に於ても早期に生殖細胞の分化が行はれるも

のと考へられる。

この賓験は上記の見解に基き，生殖細胞の生理的分化の時期及その際の位置を決定するために行はれた

ものである。

本文に入るに先立ち，この研究を命ぜられ， ll懇切なる御指導を賜った思師Jll口数智に鈎し，深厚なる

感謝を捧げる。

材料及方法： 材料には形讃，白繭の越年卵を使用し，卵原形質の一部破壊の方法とし

ては，熱針による部分焼灼法を用いた。焼灼の時期は分割核分散期前（産卵後約4時間），及脹

盤形成期直前（産卵後約10時的の二種で，焼灼卵は産卵7日後に Carnoy液にて同定し，切

片に丈観察した。倫損傷度の表示は後極からの長径の百分率によワた。

正常任に於ける生殖細胞出現部位

鼠遠の如く，家露経子に於ける生殖細胞の形態的分化の時期は，匹、原基が座獲から介化

し，未だ下廃業を生じない時期であP，任原基の後半期iの一定部位に一群の梢大型な細胞とし
て出現して来る。との時期は産卵後16時間前後に相営ナる。との生殖細胞群の位置的関係を後

掛からの百分率で表示すると，第1表の如くである。

第 1表に示す如く，生殖細胞が初めて出現して来る営時の存在位置は大約30%から約 8

.%'K及び，その数は12内外である。

費験結果： 家主霊卵の後極を焼灼すると，傷害の程度により佐子の欠損にも亦積々の差

異が生やる。との際の領傷度及とれに!!ff;す；：Q膝子の欠損環節数，生殖細胞の総数及各環節への

分布を示したものが銘2表，第3表である。第2表は産卯後4時間，第3表は10時間後に後極を

L 
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第 1表

生殖細胞の存在位置 ｜生殖細胞
伍子番披｜ : 「一一一一｜

後縁｜前線｜範圏｜の総数
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第 1圃

窟卵後4時間後に後極を焼灼して生じた部分医の
末端部
ecd.：外肝葉 i.l.：中医薬 n.g仏：正常生殖細胞
!l.gc.：小型生殖細胞
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焼灼した場合を示す。 (38, 48等は腹部環節の番競を示す〉

以上の第I，第2，第3表を比較した際に生殖細胞存在部位の相似性が認められる。即ち

正常症に於ける出現時の生殖細胞の存在範園は約8%，生時間；廃匹卵では損傷度18%から25%

迄の略7%,10時間の場合陀は， 23%から30%迄の略 7%の範閣が生殖細胞の存在範圏である

と推定される。勿論焼灼の性質上，との損傷度は厳密な分化位置を示ナものではないが，上記

の事賞から，生殖細胞の分化位置は強め決定されて居ると考へて支障ないものであらう。亦若し

双麹類の如く，生殖細胞が後極に於て分化し，その後内方に移動して来る分化形式を取るものた
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bぽ.Dro対ophila,Musca陀於て報告された如くくReiもh,1925, Howland & Robertson, 1934), 

後極焼灼の場合，生殖細胞が欠除するか，又は之に異常を生十、る筈であるJしかし家憲卵に於

ては傷害が或程度以上大でない限り（生時間焼灼の際は25%以上， 10時間焼灼の時は30%以上〕

生殖細胞は必や存在する。従て家護卵に於ては，後；極に生殖細胞への分・化を誘起する特殊な極

原形質が存在するものでもたく．，亦生濯話回胞が後極或はその附近で介化し，後に腹側の定位置

に移動して来るものでは友いと思ばれる。家震と同様注生殖細胞の形態的分化を示すEphestia

Solenobiaに於ても同様な分化形式をと取るものと推定される。 Euva.nessaの匹盤形成時後極に

於て生殖細胞が分化して来ると云う報告は，再検討の必要があらう。

第 2表の1,.2は背側を軽く焼灼した例であ

るが，との際の匹子形成は正常であD，亦生殖細

胞にも異常は認められない。第2表及第3表を比

較した場合，同一損傷度に於て，前者の万が後者

よりも大友る環節欠損を示す原因に就ては尚不明

である。しかし前者の場合，直接焼灼の被害ぞ受け

るのは卵原形質のみであるに反し，後者は核の

一部も共に害を受ける。従て生じた部分妊の末端

部に形態的差異のあるのは営然で， 4時間；境灼の

JJf子は末端部が匙扶陀膨大して居る場合が多い。

ヨたに生殖細胞に闘する雨者の差異は，数及

形態に闘する相違である。 10時間焼灼の経子に於

ては損傷度が大となるに従ひ，即ち欠損瑛包＇ j数が 第 2圃

多くなると，生殖細胞数は漸減ナる｛頃向を示す陀 差卵後to時間後に後極を露号拘して生じ
末端部

反し~ 4時間焼灼の場合は極めて不定で，非常に ecd.：外匪葉 1心中座薬 n.g。：1E常生殖細胞

多数存在する場合もある。斯の如く生殖細胞が多 d.gc.：退化生殖細胞

数存在する経子に於ては，その核？大さに大小がある。正常膝子では生殖細胞は出現時より反

事事期以後の増殖開始期迄は決して分裂を行はないため，その核の大さは略一定である。上詑の

ま日き部分匹の！］、核を有する生殖細胞（克も之等は体細胞核より大である〉は熱による卵原形質

の費性のために分裂を誘起されたものであD，その結果大さと数に異常を生じたものであらラ。

との例を第1固に示す。

更に爾者間の著しい相違は， IO時間焼灼の経子に於ける退化生殖細胞の存在でるる。即

ち傷害が或程度大とたD，生殖細胞の存在すべき範固に及ぶと，多くの場合大形のJ核膜の薄

く絢不規則陀取ワアヒ核i:J＞見られる。その染色質は大怒る粒紙をたし，亦生殖細胞の特徴のーで

ある明瞭なる仁を欠除して居る。との例を第2闘に示す。之に反し， 4時間焼灼の経子及10時

間焼灼の座子中損傷が小か又は極度に大怒る場合には前記の如き退化生殖細胞は見られない。

以上の事賓から産卵後IO時間の卵に於ては既に生殖細胞が分化して居る事，即ち分割j核

が周遊の原形質屠に入札未だJffi盤が形成されない時期に銃に生殖細胞の生理的分化が行はれ

るもと推定される。

摘要

t. 家霞卵に於て生殖細胞が初めて形態的に分化して来る時期の．距乎及窪卵後4時間， 10時間に後極を焼灼し
て生じた部分匪の生殖細胞の献態の比較から，生殖胞細が分化して来る位置が略々一定である事が知られ
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る。

2. この位置は後極叉はその附近ではなく，腹側の一定都位， l3Pち将来生殖細胞が形態的に出現して来る部分

伊 ‘の近くに存在する。

〆

3. 生殖櫛胞の生理的分化の時期は臨盤形成直前，換言すれば分割核が周謹原形質暦に到達した時期であると

考へられる。

舟木研究は文部省科皐研究費の 1部に依った。
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Resume 

By means of cauterizing the po日teriorpole of eggs of the silkworm with a hot n~dle 

at the early stage of cleavage (4 hrs. after egg-laying), and just before the blas.toderm-for-

mat ionくIOhrs. after egg-laying) the writer got the partial embryos and examined the relation 

between the amonnt of destruction ~nd the existence, region, number and form of germ cells 

of these partial embryos. It was assu皿edin such embryos th~t the region where the germ 

cell a differentiate was definite, and that the germ cells do not differentiate at or near the 

posterior pole, but near the presumptive region of the ventral side of eggs. 

In the eggs which were cauterized 10 hrs. after laying, the degeneration was found in a 

part of germ cells, or in all of them when the destruction by cauterization reached the 

presumptive region of germ cell e・Fromthis fact it is highly probnble tbat the 

physiological differentiation.. of germ cells in the silkworm is performed just before the 

blastoderzn-formation, that is, when the cl€avaging nuclei reach the periplasm of eggs. 

39 

可ー



鮭精液の卵膜溶解物質に就いて
On the egg membrane-lysin fromもhesperm suspension of 

もhesalmon ( Oncorhynchus keta) . 

演 野 繁

Shigeru Hamano 

北海道大尊重農車部水産動物撃敬室

受精現象に於て卵内に精子が侵入してからの精子核が重要な役割を果す事は云ふまでもないが，精子が

卵に近接して侵入する温程に於ても亦精子が受精遂行上不可欽の物質をもって居る事は種々の事質から嘗然考

ヘられる。 従って精子の分泣物や抽出物に封ずる作用に闘しての研究が少なくない。

Loeb ('13）はリシシ読を提唱し，精子に受精現象に於て卵の表面を壊溶きす物質聞もリシシなる一種

酵素、様物質の容在を考へた。英後多くの人々に依って検討されたが避に A.Tyler('39－＇《）〉によりカサガヒの

一種 Megathuracrenulataの議事靖子懸濁液から卵膜分解素と抗精子疑集素の抽出が成功された。

本研究は鮭楕液に卵膜溶解作用が有るか，叉存在すればその一般的性獄及び作用する卵膜の部分，更に

叉卵が淡水に接する時に惹起する卵膜の硬化に依る受精不能と溶解作用との闘係等を知らん矯に行はれたもの

である。

質験方法
、、
精液に卵膜溶解作用があるならば精液を作用させる事に依って卵膜の含水量に境化を生ずべきである

との見解のもとに賓験を行った。 rwち約30個の卵を各々 2つに切って片方を掛照直とし他方を質験匿とし，望ま
照匿の方はその卵膜を M/7.5NaClにて卵黄等を流ひ去り，溜紙で

恒量になるまで乾燥して其の含水量く9話）を出した。

賓験匿の方は上記の様に M/7.5NaClにて洗った卵膜を軽く種紙で拭ってから濃厚精子懸海液中に入

れて 10。Cに保ち一定時間（ 4時間〉浸漬後更に M/7.5NaClにて卵膜に附着せる精液を洗ひ落してから温

紙で水分を拭ひ取り掛照匿と同じ方法で英の含水量く%〉を求めた。卵膜の秤量はすべて TorsionBal ans.:e 

を使用した。

質験結果

1) 卵膜溶解作用及び共の盲試験

溶解作用の盲試験として班／7.5NnCIにて洗った卵肢を蒸溜水及び等調 Ringer氏液に

各々 4時間浸潰した場合の含水量をそれぞれの封照匿と比較し，叉別に卵膜i容解作用の有無を

しらぺた結果が第1表で精液には卯膜溶解作用のある事がうかYへるo

第 1表 2) 遠心分離に依り 2分した精液の各

画官官匝含｜質験直含く針照直含水量〉 部分の作用力比較

｜水量く%〉除量く%〉トく賓験医含水量〉 第 1表に依り卵膜溶解作用の存在を確認した
% ． ’ 
- 0・3 から更に精液を遠心分離して上澄去沈降部と

蒸溜水に入れた
七P.A

等調Ringer氏
液に九れた場合
卵膜溶解作用試
験

64.4 64.7 

63.5 

62.8 
61.4 

63.4 

ラ8.8
56.4 

τ且仏

4
5

十 Eちらに作用物質があるかを知らん震に卵を

3分して共の1を釘Jf¥1匿とし， 1を上澄tc,

残Pの 1を沈降部に浸潰した。
持 ContributionNo. 119 from the Department of Fishery, Fnr.ulty of Agriculture, Hokkaido 
University. 
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第 2表 ‘ 共の結果は第2表に示す様に上澄の溶解作用が強〈叉
I 沈降部にも或る程度の作用力の存在が認められ斯る方法では

駒照直 I 67.7% 
｜ 完全に分離の行訟はれない事を知る。

上澄の部 I 63. 
I 3) 温度の溶解作用に及ぼす影響

沈降の部 I65.0% 
I A）卵膜溶解作用が温度陀依って鋭敏に影響される ζと

く掛照匿〉ー〈上澄の部3 4・鋭 、は一種の酵素的作用であることを示すo即ち夫々予め初oc
く掛照直〉ーく沈降の部〉｜ 2・7% に30分間及び100°0に10分間さらした精液に卵膜を浸潰作用

さしま場合忙は第8表に見る如く30°0で殆んど作用力を失ひ， 100°0では完全に共の作用力を

消失してしまみ。

B）作，朋温度の 0°0,10°0及び20°0陀於

ける精液の卵膜に劃する作用力は第4表に示

ナ如く10°0が作用遁温たるを示し， 20°0に

於ては殆んど作用を認め得ない。

4) 等調聾i容摘で精液を務稼した

場合の影響

第 4ft

場｜号事r：~：
。。Cの場合 65.4 64.3 汁 I.I~揺

10°Cの場合 63.8 60.9 + 2.9 

泊。Cの場合 ! 64.3 63.6 十 0・7

5) 卵膜の Chorionの部に封す

る作用力

青木 1..'41）及び演野＼.~49）は卵肢が

30。Cの場合

100。Cの場合

膨

⑥

一

勲
一
輪
一

園
開
岡
』
直
冒
画
、
ノ
一

一賞一努
一

表
宮
量
〉
一

と
曙
一 + 0.8% 

。
量に於て精液の2に封して各等調堕溶液1の
割合に干希標した各液への浸漬卵膜に封、ずる作

用結果が第5表で，蒸溜水と MgCltで稀標

した雨場合には作用力が殆んE消失する。

第 5褒

劃照底

蒸溜水で稀揮した
場合

N/100以下の HOI~て Chorion と膨潤居と NaCl .fl 

に分離する ζとを明にした。 M/7.5NaClで KCI " 
洗った未吸水卵膜と15分間吸水さした卵の卵 CaCl2 II 

肢を N/50HCI にて膨i間居を除いたものと B’gCh fl 

陀劃ナる作用力の差異は第6表に見られる様

（開含水量
え%〉

麗 iく聖母照直〉
含水量 ｜ ー
〈%〉 ｜〈賞艶璽L

+ 1.3% 

十 0.3

65・0 .1 63.4 I + 1.6 

66.5 I 64.0 I ・十 2.5

6ラ.1 I 63.9 I + 1.2 

64.8 I 64.7 I + 0.1 

に殆んど認められ十且つ Chorionに鈎しは溶解能力を認め得恕い。

第 6表 6) 卵膜の各吸水時間に依る作用力

l掛照医 ｜賞験直明〉 鮭卵を淡水に浸潰ずる時伽共の受
蝕量 ｜蝕量 ｜ － 
(%) ! (%) く賓験直〉 精率は半減し， 2分で全く受精力を失ふ。斯

弘sI 十峨 る受精能力の遮減と卵膜溶解作用との関係を
十 0・7 見出さん鏡花30秒， 40秒， 50砂， 1分及び2分

間吸水きした卯肢に封ずる溶解力を調ぺた結

果が第7表である。此の様に溶解作用の消失と受精率の遁減とは平行する。

7) 10% BCIで加水分解きした吸水卯膜に射する作用力

末吸水卵

60.2 暖水卵 J
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第 7褒

寄含（京水%量穏〉 I 含賓〈験水%直量〉
く樹照医〉

t質験直〉

30秒吸水 6ラ.3 62-9 + 2.4% 30秒腹水卵膜 仰 7I + 6.3% 
40秒 II 6ラ．ラ 64.4 十 1.1 2分疲水卵膜 57.I 46.6 十 lo.5

50秒 II 64.4 64.2 十 0.2

6つ秒 II 64.6 ・l 64.5 十 0.1 第7表に見る如く 1分以上吸水きした

2分 ,, I 63.5 I 63.3 I十 0.2 卯朕－l'C釘しては溶解作用がなぐなるが，此の

様~吸水に依る硬化卵肢を10% HCIで若干

加水分解して軟化せしめた場合の作用力をしらべる震に30秒吸水の卯膜を10分間， 2分間吸水

の卵膜を20介問加水分解せしめた。斯る鹿理下の卵膜は共の形を保持し吸水卵朕・よりもろく怒

る。明陀吸水に依る硬化卵肢も加水分解KよD軟化される時は作用を受ける ζ とが第8表より

認められる。

考察

Loeb ('13）が人工滋女生殖の研究で、受精に際し精子の有するリシンと彼が名付けた酵素

核物質に依る卯政溶解作用が起る ζと，所謂リシン訟を提唱して以来比の問題は多くの人に取

拳げられ遂にA. Tyler ,'30 40）によってカサガヒの一種 M句αtkurα crem1lata,の濃厚精子

液を－80°0陀温冷却する事に依り卵li§f1容解作用の有効物質の拍出が成功された。

鮭精液にも斯る卵膜溶解作!Jjの存在が本研究を通して知られる。而して舵卵卵膜は内外

二居より成り（青木，＇41，演野，＇491,i容解作月jは内居の Mucoidより1去る膨潤唐に｛動き硬蛋白
より成~外居部の Chorion 陀は作f1J能力が無い（第 6 表〉。酵素と同様に温度に釘して非常に

銃敏である（第3,4表〉。然し酵素作mに於ける Activatorと Inhilitor との関係に就いては
本研究に於ては各イオンに於ける作用力債の開きが僅少な篤に設明し符なかった〈第5表、鮭

卵は淡水に接すると 2分間で受精能力を失ふ。此の事費は山本＼＇ 44）がメダカ卵で槻察した表

唐笥胞の潰崩主同様な現象の存在が想、像される。即ち鮭卵は淡水に接すると卵肢が不透ー明にな

り外商からの翻察は不可能［て友ろが淡水陀接して活性化してから略々 2分間で表唐詩胞の潰崩

が完了されるのではないかと も考へられる。然し石田（叫9）に依ると30分間 Ringer及び淡水

に浸潰したメダカの雨卵の呼吸量に大差なく，淡水への浸漬は卵向体に犬なる生理的影響を及

ぼさぬと云ワて居る。叉 A.Tyler ('40）は魚卵の淡水に接しての受精能カ消失を受精前の沈澱

肢生成による精子の侵入不能と解し？と口

本研究の結果陀於ては淡水陀援する事に依る受精能力と卵~：溶解作用との繭者の減退は
よく一致し，受精能力を失ふ2分間卵肢が淡水に接するととに依って溶解作用も亦殆ど消失す

急（第7表〉。更に卵政i脊f拝作用を受ける l¥Iucoidから成る膨i悶唐には吸水肥依PCaが吸若

し所謂 Sol→Gelの勝欣礎化が起る事は収に報背した（演野＇ 49）。此の事寅より Sol般の膨，

mu暦（末吸水卵の膨潤｝母〉はi容解作却を受けるが吸水しマ.Gel j伏陀腹欺事雪化を来たした膨i問
府は作用を受けないとととたる。然、して一度 Gel欣になった膨潤暦は本質験に使用した Caの

みを除去し再び Sol献に返そうと試みた試薬に依 aてほ卵肢にi容解性を附興し得たかった。 ー

以との如き卯膜の性質餐化が淡水~接するととによる受精能力の減退陀密接に関係する
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ものと思はれる0 -

吸水卵膜も 10%HC1で加水分解する時再び溶解作用が表はれる。止bの事震は幾分分解

され弁硬蛋白の Chorion k封する溶解作用の表はれで，此の場合膨i閏唐は殆んど股落溶解し‘

てゐる。

結 円＝－

罰

I）鮭精液中には卯膜溶解素が存在し，それは酵素的作用を表はナものである。

2) 溶解作用は卵膜の内側の膨j閤屠に封して働くものである。

J・4

R) i容解作用は卯膜の吸水と共に治失ずる。それは卵膜の吸水に依り膨澗居に起G膝紙餐化に

依るものである。

本研究陀於ける犬飼教授，粛藤教授。御助言並に北海道鮭鱒卵F化場の鮭卯分輿に釘して
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Resume 

Since the time of Loeb く＇33)who established Lysin theory, many authors have d!rected 

－ 

the attention to find a substance of enzymatic nature in凶esperm suspension, and attempted 

to extract from the suspension some substance effecting the unfertilized egg. 

In 1939 A. Tyler e玄tn,ctedfrom the sperm suspension a substance which dissolves the 

membrane of the limpet egg and called it as 11 lytic agentぺ Thewater content of the egg 

membrane including the chorion becomes small when immersed in the sperm suspension. Thie 

may be induced by the presence of the lysi n-1 ike substance. which dissolves the swelling 

hyer of the egg membrane to some extet1t. 

By means of the centrifugal machine the lytic age口tis separated, being contained less 

in the四edimentthan in the supernatant fluidくTable2). The・ optimum te1nperature for the 
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activity i圃 appro玄imately10° C.くTable4), and it beco.mes ea日ilyinactive by hent (Table 3). 

From -the ebove the lytic 1'.gent may be recognized as enzymatic 1rnture. The lytic agent does 

not act on the chorion but on the swelling layer of egg membrane (Table 6). It is true that 

the fertilizability of eggs is lost whthm 2 mmutes m tap water as the swelling layer takes 

the Gel-charact~r by contact with water. The loss of fertilizability is correlated with 

inactiva,ti.ori of the lytic ageqtくTable.7). This ・showa the inactivity of the lytic agent in Gel 

state. By hydrolyzation with 10% HCl, dissolving activity of the lytic agfnt appear日noto.nly 

on the swelling layer but sho on the chorionくTable8）・

〆
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Helminthosporium sativum P. K. et B.による

裾枯病の愛生に及ぼす火山択の影響に就いて
Influence of volcanic sn.ndy soil on七heoccurrence of the 

fooもroむdisen.seof cerenls en.used by 

Helminthosporium sn.ti vum P. K. et B. 

栃内吉彦・宇井格生

Yoshihiko Tochinn.i n.nd Tn.dao Ui 

北海道大型良皐1~i~植物皐敬室

．． 

筆者等は別報〈栃内，宇井（1949），宇井く1948））に於いて， Helminthosporiumsativum P. K. et 

n.に依る大委主小菱の裾桔腐の護生は寄主護育僚件の不良なる場合に護病が増加することを報告し， 叉その
北海道に於ける分布は大姿の網斑病と同じく火山友地帯に民く分布して号ること砂報告した。殊に最近火山衣

服宮の開墾地に於ける褒作を見ると稚菌期に於ける裾他病の蛍生は著しく，又之等t怖に於いて施把の不良の

場合殊に護病が顕著である。

Broadfoot及び Tyner( 1938）は砂餅培養にて栽培せる小褒を用ひ， JI. sativum に依る稚苗期の

裾枯病及び根腐痛の接種試験者ヲ行った。その結果 N, P, K及び Caが獄少するとその護蹴；増加し，又之

等養分の~剰は護病に影響はない事を認めた。又 DosdalIく1923）は肥料の種類友びその施興量はH sati-vum 

による斑黙病及び裾桔病護病に影響のないことを圃場試験の結果に基して報告してゐる。 McKinney ( 1923、，

Chri目tensen(1922, 26、， Do日dallく1923）等は土壌の種類が，叉特に土嬢保水力或は土壌潟度がE sativum 

jこ依る病害護生時密接な関係のあることを報告してゐる。筆者等も先に北大農場対の比較的痔薄と認められる

部分の土壌を使用して肥糾の影響を見る可く接種試強を行ったが肥料の種類及びその地輿掛の多寡が護病に及

？ます影響は顕著に認め得なかった。而るに先述せる如く火山友地帯に於ける護府及びその圃場の施肥量の朕態

を詳細に検討するとき，肥斜の影響を相嘗に考慮すべき事が認められた．之等を：検討するため火山友及び壌土，

或はこれ等雨者そ各種比率に混合せる土屡中に生育せる小委及び大要の裾枯時護生j伏態，其れ等土壌の寄生菌

に及ぼす彰響，並びに寄主の之等猿境による抵抗性の援化を機討した。之等監践の内接種試験の結果の大略を

此魔じ報告する。

使用せる委類は春播小~農林29撹，同35競，裸憂丸質 l 競の 3 品種で，種子殺菌，接種法等は筆者等の

先に報告せると同様である（栃内，宇井く1949)）。 火山反は月寒合唱；の底土を札l脇市外平岸より採取したも

ので，之は恵庭系の火山友と認、められる。此の火山友の内，粒子の直径 1.5mm～0.2mmの間のものを使用し

た。壌七は北大植助国より採取せるもので， 4m m自の簡を通して，zト用した。之.r(.f;の雨士壌を第 i表の如き割

合で充分に混合し，前報 （1949）と同慶tこ土壌殺菌を行った。之等［壌を充したポットにその表面漬ラClllヨ毎

にー粒の’到合で播撞した。之等ポツートの土壌潟度は土壌保水力の約5.'96に保った。播：選後2週間自に稚苗を抜

き取り，草丈，護育拡況を調査し，更に外観的商斑を肉眼及び顛蛍鏡により調査して之を綜合護寓朕態とし，更

に第I誕鞠，第E葉鞘，及び第E涜鞘についても間際な投病朕態の検討を行った。但し綜f奇襲病朕態と葉鞘の
鼓病＃犬態算定の基礎はや h異るため綜合議病率より葉鞘、のをE病翠が大となる場合もある。倫ほ之等の測定法及

び算定は栃内，梁・c1945＂＞の報告に基いて行った。その結果の内肉~良的援席欣態及び昆J属率のみを第1 表に綜

合した。

その結果より見ると火山友100%の直が何れの品種に於いても設もす芝病率高く 3激しい裂

病を示す個体教が他の置に比して最も多い。而して壌土の含量の増大する陀伴び此の雨者とも

に減少する。殊陀小委の中で、抵抗性の高い29~虎及び翠！寝姿丸費 1 披は火山友含震が75%及び50%

以下となると最大裂病を示す個体は認められすう 35放に於いても25%以下の火山茨含量の場合

にもl11J様であった。第］葉鞘及び第E葉鞘に於ける護病扶態はj二と同じ傾向を認めたが第目葉
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火山友及び壊土に於ける裾枯病菌接種試験
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鞘柁ついては之とや L呉る傾向を認めた。此の原因は土壌中に存在した肥料要素の影響陀あるもの

L如く，火山友lOO%匿ではや L肥切れの外視を示し，第目；葉展開が未だ充分に完了してゐないた

めかと考察される。 ,., 
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之等の結果より，土壌の物理的性質の稜病陀及ぼナ影響をー先づ除外して考へると，火

山友中の有効肥料成分は僅少であったので肥料の減少による護病の増大が考へられる。之等に

ついて火山爽を班ediumとせる砂耕培養を行び， H.sativumによる裾枯病の裂病に及ぼす肥

料の影響を検討した。使用せる培養液は蒸溜水lL中K Cn (N03)2の IM.水溶液5cc, KN03 

lM. 5cc, M苦SO"O.lM.-2cc, KH2 P04 O.lM. leeを含み，之に FeCh0.1%水溶液ice.を加

へたものを標準培養液として砂耕せるもの，標準培養液750cc.蒸溜水250cc.を加へたもの， 500

cc. l'r.7k500cc.を加へたもの及び250cc.に水 750cc.を／JPへたものと濃度を漸共低下せしめ，更に

蒸溜水のみで砂耕せるものの 5匿を設けた。火山友約2kgを径20cmの磁製ポットに充し，之に

保水力の70%の砂耕液を注力日し，之に種子接種せる t記 3品種の種子を大略30粒宛播種した。

蒸穫した水分は毎日j蒸溜水にて補った。結果の検討は第1表の賓験と同様に行ったーその結果

のうち小姿に於ける綜合査委病欣態に関する部分を摘出して第2表に示した。倫ほ使用せる壌土

中の有効窒素及び加里の含量は乾燥土壌IOOg中陀夫々2mg及びlmgであった。

第 2表 火山友による砂掛培養接種試験

小委農林 35競

培養液蒸溜水
ぜ、 綜 ，，／.ロ:... 護 病． 朕 態．

播種数 護芽数 健全 輩 、病 裂病欣態，

9話 % 個体数 偲体重史 士 ｜ ＋ ｜＋十｜十十十
護病率

。 100 J i接劉照種直匿 150 145 145 ラ 52 6ラ 23 49.4 
50 4ラ 2 2 。。。 一

25 7ラ （掛接照種直直
150 147 143 38' 48 ラ6 32.1 
50 49 。。 0 一

50 ラO ｛針接種照直直
145 14ラ 8 137 48 56 30 3 27.3 
ラO 48 48 。。。。。 一

見～

75 2ラ （針接照種直直
14ラ 14ラ ち 140 ヲ1 62 22 ラ 27.4 
50 49 49 。。。。。 一

100 。
｜（購

14ラ 145 144 30 53 ヲ2 9 37.2 
50 49 47 2 2 。。。 一

裸姿丸賓 1競

。 100 （望接号種照直直 121ち 19 116 43 23 18 13 26.7 
ラ0 48 46 2 2 。。。 一

25 Tち．｛接劃照種匿直
135 13ラ 23 112 ち9 34 10 9 22.3 
ラ0 49 48 。。。 一

． ラ0 ’50 （接劉種照直直
135 133 29 104 ラ7 30 9 8 20.5 
50 50 ラD 。。。。。 一

7ラ ペ 2ラ ｛接謝種照直匡
13ラ 134 3ラ 99 ラ9 26 ち 17.3 
ラO .48 47 。 。 一

100 目。｛接劉種照直匡 130 126 ラO 76 40 20 7 17.I 
50 47 4ラ 2 2 。 。 一

．． 

之等の結果は先に示した賞験と大略同一傾向を示し，殊に裸姿丸賓1披及び小委農林29

就に於てはその結果ほ宇lj然としていたが， 35披に於いては最大裂病を示す個体教が培養成分の
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減少に伴ひ低下する傾向lてあったが，全体の後病率t亡。いて見るときは，他の品種の傾向と同

じである。又葉1簡に於ける護病のあt態は何れの品種にでも fnjーの傾向を示じた。向ほ蒸溜水の

みで埼養せるもの寄主は完全忙肥切れ欣態を現し，草丈は他に比して著しく低く，裸獲にあっ

ては友白色の斑貼が薬面に現はれた。

之等の結果を更に火山炭そのもの与影響を除外するため，石英砂による砂排を同様に行

って検討した結果を第 3表陀示した。第 2表の質験に於いて培養液濃度 100.%~は寄主が肥料
過剰の傾向を示し，蒸溜水のみのI@:は極端た肥料欠亡を示したので，此庭ではその雨量1,#を除き

中間め3直について試験を行った。その結果は培養液中の成分の減少に伴び裂病率の塙加と激

しい護掠きと示す伺体の増加が前の2つの貧験と比較して喜男、著に認められた。かくの如き全般的

傾向から見ると裾枯病の後病は肥料過多の場合は加として，その減少に伴ひ裂病が増加し，殊

にE跡守矢亡の場合？て著しい事が現ばれる。

第 3表 石英砂々耕培養接種試験

小委農林 35披

侮 培養液普溜水 綜合援病；i犬態
・ ..

一一
震芽室主 健全議病 裂病献態

護病率% 。／0ノ ， 健体数個体数 ±｜＋｜十＋｜＋＋十，， 
．， 

ー25 1ち ｛接劉種照医匪．
60 60 。 60 。16 12 32 71.3 
30 30 30 。。。。。 一.• 司陶

50 50 （掛接種照区直
60 60 。 60 0 19 32 9 ラ1.1
30 30 30 0 。。。。 一

’~ T 。！
Tち 2ラ { 艶接f種J、医匿

60 60 60 。39 21 。37 
目、

30 30 301 。。。。。
~ 一

司S ， 

小委農林 29競

2ラ 7ラ ｛接針種照E医~ 60 60 4 与う 12 44 。。24 
·~ ~ 30 30 30 。。。。。 一

50 50 （接劃照種匝直
60 60 5 55 17 38 。。21.8 
3Q 30 30 0 。。。。 一

.~ ’一・ 75 ~ .... 2ラ ｛接掛種照置直
60 60 、 5 5ラ 37 18 。。！ラ.2
30 30 30 。。。。。 一

• 0 司’・ l・ 

司ー

然し乍ら火山茨の物理的性質は裾枯病殻生に於いて，寄生菌或は寄主更に雨者の聞の寄 ー

生関係にも関係を及ぽす事は首然考へられ，る鹿であり，又ある黙ではとれらの事が肥料等より

も大なる裂病の要因忙なると考へられ，る。此の鮪陀ワいて次の如き賓験を試みた。即ち1方の

ポットに殺菌せる火山次を充し，その表面に H.sn.tivumを接種せる種子を播きその上を殺菌

せる壌土で覆土した。叉他は壌土を底土とし火山次で覆土した。との様た土壌構成を有するポ

ットに於ける護病の欣態は第4表に示す如くであった。との試験の結果ーから見ると所謂footの

部分に火山友が存在するとき，裾枯病の護生は，その部分が壌土である場合よりも著しい事が

認められる。換言すれば根の周園に肥料が例へ相営量存在しでも，病源、菌が護育し，寄主に侵

入する部分の土：嬢が火山友である場合には拘枯病の護病は偽進される。

48 



Vol. 19, Pt. 1ー2 Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. ． 
第 4表 覆土の種類を異にせる場合の接種試験 ，

小委農林 35鵠

August, 1950 

. . ' . 
綜合議病吠態

護病賦態’
I f i裂病率

十 ｜十十｜＋＋＋

覆土 底土 輔教｜瑚！健全 ｜裂病

個体敷個体敷

9ラ 87 1ラ
45 45 43 

9ラ 85 23 
50 50 44 

火山茨 壌土｜（譲震

壌土 火山友 ｜｛霊欝

小委農林 29競

火山友 壌土 I｛掛接種照匪匡

境土 火山友｜｛童躍

23.7 n
u
n
u

ハU
n
u

17.4 

ロ
ノ
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ノ

R

J
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う
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6.6 

以 kは草花接種試験陀於ける肉眼的観察のみの結果を抄報したのであり，火山茨或は壌

土．の寄主及び寄生菌への影響についての賓験は別に報告するが，その概略はさたの如くである。火

山次中に於ける H.sativumの護育は壌土中に比して遥かに速かであるが，壌土中に於いては

菌糸の護育量は多いことが認められた。壌土中lセ於ける有機物上での菌の護育は火山次中の有

機物ヒに於けるより綬漫であり，殊 ~t:寄主体上陀於いてその差が著しい。更に之等の土壌中に於

ける護育速度の差は土壌中の柴養分の差のみに関係があるのではなく，各土壌浸出液を用ひた

培養では菌系の護育に多大の差は認め難く炭素源を輿へたとき始めて護育の速度に差を生宇る

に到る。雨土壌に生育せる寄主の抵抗性については未だ検討を要する賠があるが，火山夜中に

生育する本菌，或は火山友に生育してゐる寄主体tに附着する本菌の病源性は壌土中に於ける

ものより強い傾向を有する如え認められる。

摘要

1. 火山友及び壌土或出比の雨者を各種比率にて混合せる土壌が， Helminthospor山田 sativumP 

K. et B. による大婆及び小委稚苗英語の裾枯病室生病に及lます妄因について，火山友を用ひた砂耕培養及び石英

砂による砂耕培養によっで検討した。

2. 火山友及び火山友含量の多い土壌程 fl.satirnmに依る裾桔病の護生は多い。

3. 火山友を用ひて砂掛培養せる小委〈農林29競， 35競〉及び裸星野（丸質 1競〉に於いて，その砂耕液

の養分が完杢な濃度を有するものから 2/3,1/2, 1/3と低下し無養分の蒸溜水に到る迄，養分の蹴少に反比例

して裾桔病の護生は増加する。

4. 石英I少の砂餅培養に於いても同様の結果が認められ養分の誠少に件ひ激しい護病を示す個体の殊に

著しく増加する傾向がある。

ラ． 以上の賓験より土壌中の肥料の欠亡は E・sativuinに依る裾枯病の護主を促進するが，之のみが

火山友或は火山友含有量の大なる土壌に於ける本病褒生の要因でなく，火山灰そのもの L物理的性質もその重

要な一因であると考へられる。
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Resume 

1950年8Jj

The volcanic ash soil regions are distributed mainly in the south-eastern part of 

H;~kka~do along the Pacific coast. In these regions the foot rot dis・ease of' cereal seedling面 画

caused by Relmintbosporium sativum is prevalent. The writers intended to 'clear up the factors 

influencing the occurence of the fooもrotin those regions and have carried out a series of 

...._ 'inveatigati.one on the disease. The present report is concerned in the results of' the setd-

inoculation-experiment in the series of investigations being carried out. 

The inocufatcd seeds of wheat and, naked barley were sown in pots filled with the volcanic 

sandy soil,. loamy soil or mi.x:ture of them. The occurrence of foot rot was the most prevalent 

in pure volcanic sandy soil and decreased due to diminishing ratio of volcinic sandy日oilto loamy 

soil. An equal tendency was observed on the occurre,nce of severely affelted seedlings regsrdiog 

・the soil characters. In the Reed-inoculation experiments carried out in the sanq-cultures using 

volcanic sand and silica sand with synthetic nutrient solution, tl¥,e occurrence of the disease was 

diminished by increasing concentration of the nutrient solution being added. ~官会

When the inoculat£d seeds were sown on the surface of loamy soil in pots and covered with 

volcanic sandy 日oil,the fungus attacked the seedlings far. more violently than when they were 

covered with loamy soil. 

‘The results obtained in these investigations suggested that the poor fertilizing capacity of 

volcanic sandy soil causes severe attacks of H! sativum, and besides this the physical character ot 
volcanic sandy soil concerens fundamentally in the outbreak of the foot rot disease. 
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